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第１回智頭町議会定例会会議録 

 

                         平成２６年３月７日開議 

１．議 事 日 程 

 第 １．会議録署名議員の指名 

 第 ２．会期の決定 

 第 ３．諸般の報告 

 第 ４．町長の提案理由の説明 

 第 ５．議案第 １号 専決処分について 

 第 ６．議案第２２号 智頭町おためし住宅の設置及び管理に関する条例の制定 

            について 

 第 ７．議案第２３号 智頭町褒彰条例の一部改正について 

 第 ８．議案第２４号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部改正につ 

            いて 

 第 ９．議案第２５号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について 

 第１０．議案第２６号 智頭町税条例の一部改正について 

 第１１．議案第２７号 智頭町国民健康保険税条例の一部改正について 

 第１２．議案第２８号 智頭温水プールの管理に関する条例の一部改正について 

 第１３．議案第２９号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

 第１４．議案第３０号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

 第１５．議案第３１号 町道の路線認定について 

 第１６．議案第３２号 町道の路線変更について 

 第１７．議案第３３号 智頭町過疎地域自立促進計画の変更について 

 第１８．議案第 ２号 平成２６年度智頭町一般会計予算 

 第１９．議案第 ３号 平成２６年度智頭町国民健康保険事業特別会計予算 

 第２０．議案第 ４号 平成２６年度智頭町簡易水道事業特別会計予算 

 第２１．議案第 ５号 平成２６年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別会計予 

            算 

 第２２．議案第 ６号 平成２６年度智頭町公共用地先行取得事業特別会計予算 

 第２３．議案第 ７号 平成２６年度智頭町公共下水道事業特別会計予算 

 第２４．議案第 ８号 平成２６年度智頭町農業集落排水事業特別会計予算 
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 第２５．議案第 ９号 平成２６年度智頭町介護保険事業特別会計予算 

 第２６．議案第１０号 平成２６年度智頭町介護保険サービス事業特別会計予算 

 第２７．議案第１１号 平成２６年度智頭町後期高齢者医療特別会計予算 

 第２８．議案第１２号 平成２６年度智頭町水道事業会計予算 

 第２９．議案第１３号 平成２６年度智頭町病院事業会計予算 

 第３０．議案第１４号 平成２５年度智頭町一般会計補正予算（第７号） 

 第３１．議案第１５号 平成２５年度智頭町国民健康保険事業特別会計補正予算 

            （第４号） 

 第３２．議案第１６号 平成２５年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別会計補 

            正予算（第１号） 

 第３３．議案第１７号 平成２５年度智頭町公共下水道事業特別会計補正予算 

            （第４号） 

 第３４．議案第１８号 平成２５年度智頭町農業集落排水事業特別会計補正予算 

            （第４号） 

 第３５．議案第１９号 平成２５年度智頭町介護保険事業特別会計補正予算（第 

            ４号） 

 第３６．議案第２０号 平成２５年度智頭町水道事業会計補正予算（第４号） 

 第３７．議案第２１号 平成２５年度智頭町病院事業会計補正予算（第１号） 

 第３８．陳情について 

 

１．会議に付した事件 

 第 １．会議録署名議員の指名 

 第 ２．会期の決定 

 第 ３．諸般の報告 

 第 ４．町長の提案理由の説明 

 第 ５．議案第 １号 専決処分について 

 第 ６．議案第２２号 智頭町おためし住宅の設置及び管理に関する条例の制定 

            について 

 第 ７．議案第２３号 智頭町褒彰条例の一部改正について 

 第 ８．議案第２４号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部改正につ 

            いて 
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 第 ９．議案第２５号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について 

 第１０．議案第２６号 智頭町税条例の一部改正について 

 第１１．議案第２７号 智頭町国民健康保険税条例の一部改正について 

 第１２．議案第２８号 智頭温水プールの管理に関する条例の一部改正について 

 第１３．議案第２９号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

 第１４．議案第３０号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

 第１５．議案第３１号 町道の路線認定について 

 第１６．議案第３２号 町道の路線変更について 

 第１７．議案第３３号 智頭町過疎地域自立促進計画の変更について 

 第１８．議案第 ２号 平成２６年度智頭町一般会計予算 

 第１９．議案第 ３号 平成２６年度智頭町国民健康保険事業特別会計予算 

 第２０．議案第 ４号 平成２６年度智頭町簡易水道事業特別会計予算 

 第２１．議案第 ５号 平成２６年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別会計予 

            算 

 第２２．議案第 ６号 平成２６年度智頭町公共用地先行取得事業特別会計予算 

 第２３．議案第 ７号 平成２６年度智頭町公共下水道事業特別会計予算 

 第２４．議案第 ８号 平成２６年度智頭町農業集落排水事業特別会計予算 

 第２５．議案第 ９号 平成２６年度智頭町介護保険事業特別会計予算 

 第２６．議案第１０号 平成２６年度智頭町介護保険サービス事業特別会計予算 

 第２７．議案第１１号 平成２６年度智頭町後期高齢者医療特別会計予算 

 第２８．議案第１２号 平成２６年度智頭町水道事業会計予算 

 第２９．議案第１３号 平成２６年度智頭町病院事業会計予算 

 第３０．議案第１４号 平成２５年度智頭町一般会計補正予算（第７号） 

 第３１．議案第１５号 平成２５年度智頭町国民健康保険事業特別会計補正予算 

            （第４号） 

 第３２．議案第１６号 平成２５年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別会計補 

            正予算（第１号） 

 第３３．議案第１７号 平成２５年度智頭町公共下水道事業特別会計補正予算 

            （第４号） 

 第３４．議案第１８号 平成２５年度智頭町農業集落排水事業特別会計補正予算 

            （第４号） 
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 第３５．議案第１９号 平成２５年度智頭町介護保険事業特別会計補正予算（第 

            ４号） 

 第３６．議案第２０号 平成２５年度智頭町水道事業会計補正予算（第４号） 

 第３７．議案第２１号 平成２５年度智頭町病院事業会計補正予算（第１号） 

 第３８．陳情について 

 

１．会議に出席した議員（１２名） 

    １番 大河原 昭 洋        ２番 高 橋 達 也 

    ３番 大 藤 克 紀        ４番 岩 本 富美男 

    ５番 中 野 ゆかり        ６番 平 尾 節 世 

    ７番 岸 本 眞一郎        ８番 徳 永 英太郎 

    ９番 石 谷 政 輝       １０番 酒 本 敏 興 

   １１番 南     肇       １２番 谷 口 雅 人 

 

１．会議に欠席した議員（なし） 

 

１．会議に出席した説明員（１６名） 

   町 長   寺 谷 誠一郎 

   副 町 長   金 児 英 夫 

   教 育 長   藤 原   孝 

   病 院 事 業 管 理 者   安 藤 嘉 美 

   総 務 課 長   葉 狩 一 樹 

   企 画 課 長   岡 田 光 弘 

   税 務 住 民 課 長   西 沖 和 己 

   教 育 課 長   長 石 彰 祐 

   地 域 整 備 課 長   安 藤 充 憲 

   山 村 再 生 課 長   上 月 光 則 

   福 祉 課 長   岸 本 光 義 

   総 務 課 参 事   矢 部   整 

   税務住民課参事兼水道課長   萩 原   学 

   福 祉 課 参 事   國 政 昭 子 
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   会 計 課 長   寺 坂 英 之 

   病 院 事 務 次 長   寺 谷 和 幸 

 

１．会議に出席した事務局職員（２名） 

   事 務 局 長   河 村 実 則 

   書 記   塚 越 奈緒子 

 

開 会 午前１０時３０分 

 

○議長（谷口雅人）  ただいまの出席議員は１２名であります。定数に達してお

りますので、平成２６年度第１回智頭町議会定例会を開会します。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりです。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（谷口雅人）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、５番、中野ゆかり議員、

６番、平尾節世議員を指名します。 

 

日程第２．会期の決定 

 

○議長（谷口雅人）  日程第２、会期の決定を議題とします。 

  お諮りします。 

  本定例会の会期は、本日から３月２０日までの１４日間にしたいと思います。

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  異議なしと認めます。 

  よって、本定例会の会期は、本日から３月２０日までの１４日間に決定しまし

た。 
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日程第３．諸般の報告 

 

○議長（谷口雅人）  日程第３、諸般の報告を行います。 

  監査委員から、地方自治法第２３５条の２の規定に基づき、平成２５年１２月

から平成２６年２月までの例月出納検査報告書が提出されました。 

  お手元に写しを配付しておりますので、ご了承ください。 

  次に、お手元に配付のとおり、議員派遣並びに委員会派遣についての結果報告

書が提出されておりますので、ご報告いたします。 

  次に、八頭環境施設組合議会、鳥取県東部広域行政管理組合議会並びに鳥取県

後期高齢者医療広域連合議会についてのご報告をします。 

  八頭環境施設組合議会定例会が去る２月１０日に開会され、２件の議案が上程

され、原案どおり可決されています。 

  鳥取県東部広域行政管理組合議会定例会については、去る２月１７日、１８日

に開会され、９件の議案が上程され、原案どおり可決されています。 

  鳥取県後期高齢者医療広域連合議会定例会については、去る２月２０日に開催

され、５件の議案が上程され、原案どおり可決されています。 

  なお、議案等につきましては、議会事務局にて閲覧していただきますようお願

いします。 

  次に、今期定例会の説明員につきましては、２月２７日付をもって町長並びに

教育長に出席の要求をしております。 

  次に、前定例会以降、議長等の動静につきましては、お手元に配付しておりま

すので、後ほどごらんいただき、議会活動また議員活動に資していただければと

思っております。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

 

   日程第４．町長の提案理由の説明 

   日程第５．議案第１号から日程第３７．議案第２１号まで  ３３案 

   一括上程 

 

○議長（谷口雅人）  日程第４、町長提出議案の上程、議案第１号 専決処分に

ついてから、日程第３７、議案第２１号 平成２５年度智頭町病院事業会計補正
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予算までの３３議案を一括して議題とします。 

  町長に提案理由の説明を求めます。 

  寺谷町長。 

○町長（寺谷誠一郎）  本日ここに第１回定例議会を召集しましたところ、議員

各位にはご多忙のところ出席いただき、まことにありがとうございました。 

  諸議案の説明に先立ちまして、平成２６年度に臨む私の所信の一端を申し述べ、

本議会を通じ、住民の皆様のご理解とご協力をいただきたいと思います。 

  さて、国の経済情勢を見ますと、アベノミクスによるデフレ脱却と経済再生に

向けた取り組みにより、実質ＧＤＰが４・四半期連続でプラス傾向となるなど、

日本経済は明るさを取り戻しつつありますが、こうした動きは中小企業、小規模

事業者の地域経済には十分に浸透していないというのが地方の実感であります。 

  また、本年４月の消費税率引き上げによる消費の冷え込みや駆け込み需要の反

動減による景気の腰折れが懸念される中、景気や雇用の足取りを一層確かなもの

として、その効果を地域の隅々まで行き渡らせるためにも、地域における消費、

雇用の拡大に向け積極的に取り組み、地域の元気を取り戻し、活力ある町を築い

ていかなければなりません。 

  このような中、平成２６年度の地方財政計画では、地方が経済の活性化に取り

組みつつ安定的に財政運営を行うことができるよう、地方交付税等の一般財源総

額について、社会保障分等を含め、平成２５年度の水準を相当程度上回る額を確

保することとされております。 

  本町においては、自主財源である町税のうち法人税は伸び悩みから減収となり

ますが、他の税収は微増を見込むものの、特別会計への繰出金の高どまりから基

金の取り崩しでしのがざるを得なく、例年ながら厳しい状況下の予算編成となり

ました。 

  しかしながら、このような財政状況にあっても、将来を見通して本町が取り組

むべき諸課題に新たな発想で積極的に対応していかなければなりません。 

  私は本町のあるべき姿を考えるとき、進化する時代の中にあっても、今あるも

のをなくして新しいものをつくるのではなく、忘れ去られようとしている古きよ

きものを生かし、将来へつなげていくことが今日重要ではないかと思います。 

  本町にとりまして、本年は大正３年６月１日町制施行以来１００周年を迎える

節目の年であります。今日の智頭町を営々と築き上げてこられた先人たちの献身
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的な努力に思いをはせながら、あすの智頭町の発展のため、子どもたちの未来の

ために、現在の難局に雄々しく立ち向かっていかなければなりません。 

  今迎えている少子高齢化時代に加え、自治体の財政状況が極端に厳しい状況が

続く中、提案型による新たな住民自治、集落自治の取り組みを進めているところ

ですが、小さなコミュニティーや集落・地区単位で提案によるさまざまな事業展

開が行われ、着実に成果があらわれてきております。町民の汗と知恵を結集し、

町民が一丸となって目標に向かって邁進する住民自治を確立することで、将来必

ずや日本のトップランナーになり得ることと確信しております。 

  このような考えのもと編成しました平成２６年度一般会計予算は、中学校改築

を初め、防災行政無線デジタル化の整備、智頭テクノパーク上下水道施設整備、

智頭町クリーンセンターの解体、社会資本整備総合交付金事業を活用した道路・

橋梁整備、臨時的給付措置としての臨時福祉給付金及び子育て世代臨時特別給付

金、さらに林業振興の充実などの要因で、予算総額は７６億８,６００万円で、

前年度当初と比べて１７.９％、１１億６,７００万円の増となりました。 

  平成２６年度当初予算編成に当たっての基本姿勢ですが、私は、平成２０年６

月の町長就任以来、低迷する林業と農業にあえて光を当て、訪れる人がいやされ

る町を目指して「みどりの風が吹く疎開のまち 智頭」を町の表札として掲げ、

「林業・農業を軸とした町民が主役の魅力あふれる元気なまち」を将来像に、諸

施策に取り組んでいるところであります。 

  いつも申し上げているとおり、国の根幹を支える林業・農業を機軸とした町民

が主役のまちづくりについては、姿勢を変えることなく新年度も引き続き取り組

みたいと考えています。 

  まず、本町の将来を担う子どもたちの教育環境を整備するため、長年の懸案で

ありました中学校の改築に着手しており、平成２７年３月完成に向け、順調に工

事が進んでいるところです。 

  次に、本年は町制施行１００周年を迎える節目の年であり、これまで積み重ね

てきた先人たちの歴史を振り返るとともに、町の未来を展望するときでもありま

す。記念すべき事業として町制施行１００周年記念式典を盛大にとり行うことと

しております。 

  また、一昨年来、町内全８７集落で開催しました集落自治座談会で提案型によ

る新たな住民自治・集落自治の取り組みをお願いしているところですが、引き続
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き各集落からの提案につきまして、できるところから早急に解決し、将来にわた

って集落・住民が光り輝く、地域に密着した提案型による地域の整備に取り組ん

でいきます。 

  続きまして、林業では、材価の低迷など、採算性の厳しい状況の続く林業経営

の構造を改善するため、施業の集約化を推進する必要があることから、平成２４

年度から取り組んでいる森林経営計画の策定を確実に進めていく必要があります。 

  あわせて、間伐等のおくれにより、早急な森林整備が必要となっている森林へ

の対応を促進するとともに、間伐材の搬出拡大を図るため、作業道の整備、林業

用機械の導入などの支援に加え、新たに間伐促進支援事業を創設し、森林所有者

の間伐への負担を軽減することで低コスト林業・原木の安定供給を推進します。 

  また、森林資源を活用した木質バイオマスボイラーの導入など新たな取り組み

を行うとともに、自伐林家を中心とした間伐材の搬出促進と地域通貨の流通によ

る商店街活性化への支援及び公共建物等への木材利用の促進を継続し、地域材の

活用を推進します。 

  農業では、新年度から農地中間管理機構の創設、経営所得安定対策や水田フル

活用と米政策の見直し、さらには日本型直接支払制度の創設など、新たな農業・

農村政策が始まることから、本町農業においても、これに対応していく必要があ

りますが、新規就農者の確保・育成、中心的担い手及び集落営農組織の育成支援

は最重要課題です。耕作放棄地の再生事業にあわせて新規就農者等の農業用機械

及び農業用施設整備への支援を推進するとともに、引き続き有害鳥獣の駆除、被

害防止施設設置への支援を行うなど、農業生産活動を維持するとともに農業者の

経営安定を図るよう取り組んでいきます。 

  次に、交流推進につきましては、町内の豊かな森林を活用する森林セラピー事

業により、町民はもとより町内外からより一層の誘客を図り、民泊を含めた地域

交流につなげていくよう取り組みます。あわせて、昨年度森林セラピー事業で実

施した企業向けメンタルヘルスプログラムのデータ収集分析結果をもとに、積極

的に企業にＰＲし、利用につなげていきたいと考えており、セラピー効果の科学

的な根拠に裏づけられた透明性の高い見える化を推進し、日本一の森林セラピー

基地を目指します。 

  また、町内で生産される農産物を安全・安心な特産物として位置づけ、販路の

開拓及びブランド化による経済交流を推進します。さらには、町内各地域に伝わ
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る伝統や文化を守り磨き上げ、後世に伝える取り組みを行うとともに、その中か

らあらわれる手業・手仕事が産業ビジネスにつながるよう支援を行い、経済や人

的な交流を推進したいと考えております。 

  一昨年から重点施策として取り組んでおります定住促進対策につきましては、

このたび発表された日本「住みたい田舎」ベストランキングで本町は全国第１４

位となり、都会から移住を希望される方の本町に対する田舎暮らしの関心も高く、

近年、移住希望者がふえています。この受け入れ体制として、従来からのＵＪＩ

ターン者住宅支援事業、町有地無償提供、家賃助成及びふるさと就職支援制度な

どに加え、前年度モデル事業として「定住用おためし住宅」１棟を、また子育て

世代の移住者向けの賃貸住宅として整備する空き家再生活用事業で２棟整備した

ところであり、引き続き積極的に推進していきます。 

  また、新年度から新たに、町内在住者の定住促進を図るため、住宅改修に要す

る経費の一部を助成することとしています。 

  商工振興につきましては、本年４月から消費税率引き上げに際し、景気の腰折

れが懸念されているところですが、町商工会が実施する智頭町制施行１００周年

記念プレミアム付商品券の発行事業を支援し、商店を中心に町内での経済の循環

を喚起することにより地域経済の活性化を図ることとしています。 

  加えて、本町の環境を活かし、安定的な雇用に結びつく企業誘致活動を行うと

ともに、引き続き企業立地促進制度により、進出企業による新たな投資、町内企

業の事業拡大による投資の両面での助成と新規雇用に対する助成を行います。 

  子育て分野では、少子化が急速に進行する中、安心して子どもを産み育てるこ

とができる環境の整備が重要な課題となっています。 

  また、次代を担う子どもたちが心身ともに健やかに伸び伸びと育つことができ

るような環境整備や、子どもの人権に配慮した社会づくりも大切です。 

  このため、子育て家庭への支援を幅広く展開するとともに、子育てしやすいま

ちづくりをめざし、新年度から統合保育園の整備に着手したいと考えております。 

  教育分野では、引き続き小中学校の教育環境の整備・充実を図るとともに、保

育園、小中学校、高校間の交流・連携の強化、また地域との連携強化も図り、地

域を感じ、地域のよさを知り、地域を憂い、そして十分に実力を備えた上でこの

地域で活躍し、時に故郷を出て外の世界を知り、時に故郷に戻り、その意思や経

験を活かす、そのような心根を育てる教育と人づくりを進めていきます。 
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  福祉分野では、地域福祉・介護・健康対策を一体的に推進することとし、高齢

者や障がいのある方、またその家族が、住みなれた地域で生きがいを持って自立

した生活を送ることができるよう地域ケア体制の強化、介護サービスの充実、疾

病予防及び健診事業の充実に努めていきます。 

  病院事業につきましては、智頭病院改革プランを基本とした運営を行っている

ところですが、平成２５年度をもって不良債務を解消できる見込みとなりました。

今後も一層の患者確保に努め、経営健全化に向け鋭意取り組んでいきます。 

  そのほか雇用確保のため、新たに創設された地域人づくり事業や特別交付税で

措置される地域おこし協力隊、集落支援員制度などを活用し、林業・農業の振興、

商工観光振興、高齢者の見守りなどに１７人の臨時職員を雇用することとしてい

ます。 

  平成２６年度予算は、先ほど述べたような考え方に沿い、国・県等の補助制度

を有効に活用し、総合計画の基本理念である「豊かな資源・環境を活かしたまち

づくり」、「安全・安心で住みよいまちづくり」、「充実した教育によるまちづ

くり」、「みんなでつくる元気なまちづくり」の４点を重点項目として編成を行

いました。 

  それでは、諸議案を審議していただくに当たり、主な議案につきましてその概

要を説明します。 

  まず、議案第１号 専決処分についてです。 

  智頭町税条例の一部改正につきましては、地方税法の一部改正に伴い、寄付金

税額控除に係る規定を改正するものです。 

  次に、議案第２号 平成２６年度智頭町一般会計予算について説明します。 

  「豊かな資源・環境を活かしたまちづくり」ですが、移住・定住対策につきま

しては、近年、本町に定住する意思を持って問い合わせされる方が急増している

中、空き家バンク登録物件が少なく、これに対応するため、専任の移住定住コー

ディネーターを引き続き配置し、空き家の掘り起こしを行うとともに、町産材を

利用し整備した定住用おためし住宅の活用や普及、昨年から実施しています子育

て世代の移住者向け賃貸住宅として整備する空き家再生活用事業を拡充すること

としています。 

  「智頭町疎開保険」につきましては、関東、関西圏を中心に３００人の方に加

入いただいているところですが、加入者特典としてお送りする新鮮な智頭野菜や



－１２－ 

お米、加工品なども大変好評を博しております。新年度は企業や団体及び連携企

業による加入促進を図ることとし、智頭ファンの拡大と、智頭野菜などを都市圏

の消費者に届けることによる高齢者の生きがい対策、経済効果につなげていきた

いと考えています。 

  観光振興につきましては、平成２５年度に智頭宿特産村の屋台店舗の増設、急

速充電器の整備、鳥取自動車道から智頭宿への誘導標識など観光客受け入れのた

めの環境整備を行ったところですが、四季を通じたイベントや体験などのソフト

事業を実施するとともに、町内周遊のための二次交通体制の整備を進めることで

観光地としての魅力アップに努めてまいります。 

  国際交流事業につきましては、平成１１年から韓国江原道楊口郡と交流を続け

ているところですが、新年度はスポーツ交流及び青少年交流を初め職員の短期研

修を継続し、両地域のさらなる交流発展を目指します。 

  農業では、有害鳥獣対策はもとより、地域農業振興プランの支援策として集落

営農を目指す集落に対する支援及び新規就農者に対する農業用機械導入等の支援

を計画しています。また、智頭野菜新鮮組を中心としたホンモノの農産物づくり

を推進し、本町の特産品として流通させ、農家所得の向上を目指します。また、

農作業体験などを通した智頭中学生及び都市部の保育園児との交流を推進します。 

 林業では、引き続き森林組合が配置する森林経営計画コーディネーターに助成し、

経営計画の策定を推進することとしています。また、森林所有者の間伐への負担

を軽減することで低コスト林業・原木の安定供給を推進するため、新年度から新

たに間伐促進支援事業を創設し、間伐経費の上乗せ支援を行うとともに、機械リ

ースに必要な経費の助成を措置しています。 

  智頭材出荷促進事業では、はい積み支援の町費かさ上げ分を増額するほか、引

き続き緑の産業再生プロジェクト事業、森づくり作業道整備事業、美しい森林づ

くり基盤整備事業等の施策を活用し、路網整備、間伐促進を図ることとしていま

す。 

  森林セラピー事業につきましては、企業向けのメンタルヘルスプログラムを利

用につなげるため、積極的にＰＲしていくこととしています。 

  なお、森林セラピーを足がかりに進めてきた民泊につきましては、都市部との

交流や本町への移住・定住のきっかけとなるよう、引き続き積極的な事業展開を

図るとともに、町民の民泊体験や智頭中学生の民泊体験を引き続き実施します。 
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  また、木の宿場プロジェクト推進事業につきましては、さまざまな課題を抱え

ながら地道な取り組みが行われていますが、引き続き出荷者の裾野拡大を図ると

ともに、新年度は智頭温水プールの補助熱源としての木質バイオマスボイラーを

導入し、出荷材の新たな活用を促進することとしています。 

  さらには、智頭百業学校事業につきましては、本町にある古きよきものを生か

し将来へつなげていくため、地域の伝統文化、豊かな田舎暮らしの保存・伝承、

特産品化を推進していきます。 

  文化財整備活用につきましては、石谷家にゆかりのある茶谷流折り紙建築の家

元で建築家、茶谷亜矢氏の立体建築アート作品の常設展示場を母屋内に設け、回

復基調にある石谷家住宅のさらなる入館者増を目指します。 

  「安全・安心なまちづくり」についてでありますが、地域情報化推進事業につ

きましては、町内全域に光基盤を整備して３年が経過しますが、住民生活にも不

可欠なインフラとして定着してきているところであります。引き続き高齢者見守

り支援の拡充と利用支援、機器故障などに対応するため、地域見守り支援推進員

を配置することにしています。 

  近年の急激な少子高齢化の進行により、特に小規模高齢化集落においては集落

機能そのものの維持が危惧されているところですが、これに対応するため、移動

販売車の運営費の助成を行うとともに、ＵＩターン者などの外部人材を活用し、

地域づくりに取り組む集落に対して生活支援や活動支援を総合的に推進すること

としています。 

  また、次代を象徴する新たな代替エネルギーとして注目される太陽光を活用し

てソーラーパネルなどの導入を引き続き支援するほか、ＬＥＤ防犯灯の設置また

は更新に際しましても費用の助成を行うこととしています。 

  地域交通政策では、町民の皆様に親しまれ日常生活の交通手段として定着して

いるすぎっ子バスを運行するとともに、利便性向上のため、運行路線及び運行ダ

イヤの改正を行います。なお、消費税率引き上げに伴う運賃の改正は行わず、利

用しやすい運賃として町民の利便性を図ります。 

  地域福祉施策では、高齢者、障がい者等の生活に必要な交通手段を確保するた

めの支援として、タクシー利用費の助成、シルバー人材センターが運営する福祉

有償移送サービスの利用者助成を引き続き行います。 

  また、高齢者が尊厳を保ちながら住みなれた地域で自立した生活を送ることが
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できるよう、医療・介護・予防・住まい及び生活支援サービスなどが日常生活の

場で切れ目なく提供できる地域づくりを推進することとし、引き続き支え愛構築

事業を実施するとともに、一人でも多くの方が災害時要援護者支援制度や告知端

末を利用したお元気ですかメールに登録していただくよう体制強化を図ることと

しているほか、今年４月からの消費税率引き上げに際し、低所得の住民に与える

負担への影響に鑑み、暫定的・臨時的な措置として支給される臨時福祉給付金の

給付に要する経費を措置しています。 

  障がい者施策では、障がいのある人が地域で安心して生活できるよう、障害者

総合支援法に基づく事業や相談支援事業などの地域生活支援事業等を引き続き実

施し、障がい者の自立と社会参加を促進するとともに、鳥取県手話言語条例の啓

発やあいサポート運動の推進を行い、またグループホームの設置促進及び運営の

安定を図り、利用者の安全・安心を確保するための支援を行います。 

  小児、障がい者、ひとり親家庭などの人たちが医療を受けたときの自己負担分

の助成を引き続き行い、子育て世帯の負担軽減を図るとともに、子どもたちが安

心して必要な医療を受けることができるよう措置しています。 

  子育て世帯臨時特例給付金給付事業では、本年４月からの消費税引き上げに対

し、子育て世帯への影響を緩和するとともに、子育て世帯の消費の下支えを図る

観点から、臨時的な給付措置として支給される子育て世帯臨時特例給付金の給付

に要する経費を措置しています。 

  次に、健康づくり対策ですが、自死は、倒産・失業やいじめなど自分ではどう

することもできない社会的なさまざまな要因が複雑に関係して心理的に追い込ま

れた末の死で、社会的な取り組みにより防ぐことができると言われています。一

人一人が心の健康に関する正しい知識を理解し、自死を未然に防止するため、相

談支援を行い、地域における自死対策を促進します。 

  予防事業では、感染症の流行の蔓延や、疾病により罹患したときの重症化を防

ぐため各種予防接種事業を実施していますが、昨年度に引き続き流行が予想され

る風疹・肺炎球菌等の予防接種に要する経費に助成を行うこととしています。 

  健康診査事業では、４０歳以上の方を対象に胃がん・大腸がん・肺がん検診を、

２０歳以上の女性を対象に子宮がん検診を、４０歳以上の偶数年齢の女性を対象

に乳がん検診を行います。なお、新年度から、がん検診に係る個人負担は無料と

し、受診率の向上を図ることとしています。 
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  また、３０歳から６９歳までの方を対象に人間ドックを、４０歳・４５歳・５

０歳の方に脳ドックを、４０歳から７４歳までの国保加入者を対象に特定健診を

行います。さらには、７５歳以上の方を対象に後期高齢者等健康診査を行うこと

としています。 

  じん芥処理事業では、旧智頭町クリーンセンターの解体に要する経費を措置し

ています。 

  病院事業費につきましては、経営健全化を確保するため、国の繰り出し基準に

基づく繰出金を措置しています。 

  地籍調査事業につきましては、引き続き大字奥本及び芦津地区の調査を行うと

ともに、新たに大字野原、真鹿野及び西谷地区の一部の作業準備に着手し、事業

の進捗を図ることとしております。 

  町道の整備改良につきましては、住民の生活環境の向上、通勤通学時の安全確

保など、住民生活には欠くことのできない社会資本であることは言うまでもあり

ません。町道の改良、橋梁修繕などを引き続き計画的に実施してまいります。 

  また、歩道除雪機の整備やふるさと整備土木事業など、集落要望にきめ細やか

な対応を行ってまいります。 

  さらには、住宅の耐震化を促進するため、耐震診断や改修費用の助成にも取り

組んでいきます。 

  消防・防災関係では、町民の生命、財産を守るため、日夜尽力をいただいてい

る消防団の活動に対し深く敬意を表するところです。新年度は小型動力ポンプ５

台を更新することとしております。今後とも団活動のみならず、地域の核として

頑張っていただきたいと考えております。 

  また、防災行政無線デジタル化整備につきましては、町内に設置しております

既設のアナログ式防災行政無線３４局をデジタル式防災行政無線に移行すること

とし、町内全域に良好な情報伝達が行われるよう中継局、屋外拡声子局を増設す

るとともに、町内全戸の戸別受信機の更新を計画しています。 

  「充実した教育によるまちづくり」についてでありますが、次世代育成推進に

つきましては、保育園における一時保育、病児病後児保育、延長保育など特別保

育の充実、家庭保育支援事業や育児支援家庭訪問事業の推進、放課後児童クラブ、

子育て支援センター、ファミリーサポートセンターなどの活用によるよりきめ細

やかな子育て施策を引き続き実施するほか、低年齢児を中心とした入園希望に対
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応するため、あたご保育園の改修工事を行い、待機児童が発生しないよう努める

こととしております。 

  また、平成２８年度を目途に統合保育園を整備するため、新年度は候補地の選

定に着手したいと考えております。 

  豊かな森をフィールドとした我が町ならではの子育て施策である森のようちえ

ん事業ですが、鳥取県独自の新しい認証制度の創設に向け、子育て王国とっとり

のモデル事業として来年度から新たに支援制度が設けられ、本町もあわせて運営

支援を行うため、所要の経費を措置しています。 

  学校教育につきましては、子どもたちの学力向上に向けたプロジェクト事業を

引き続き積極的に取り組むとともに、新年度から土曜授業として小学生対象の英

会話教室をスタートさせたいと考えております。 

  また、児童生徒が情報化社会に対応できる情報活用能力を身につけることがま

すます重要となっており、わかる授業の実現と確かな学力の育成に結びつけるた

め、電子黒板、タブレット端末などのＩＣＴを効果的に活用した授業を展開する

ための経費を措置しています。 

  一方、近年障がいのある子どもや支援の必要な子どもが増加傾向にあり、子ど

もたちの持っている力を高め、生活や学習上の困難を克服するため、引き続き特

別支援教育に取り組みます。 

  中学校の改築事業につきましては、第１期工事が順調に進捗しており、本年７

月には普通教室を初め校舎の一部を供用開始する予定であります。引き続き７月

から現校舎の解体工事を進めながら、第２期工事として体育館、グラウンド等の

整備に着手し、来年３月には町産材をふんだんに使った本町の新たなシンボルと

して新智頭中学校が完成する運びであり、この第２期工事に係る所要の経費を措

置しています。 

  また、智頭小学校校舎の改修工事につきましては、既に完了しているところで

すが、直射日光と通気性の問題から、夏場の室温が異常に高い状況にある校舎３

階の普通教室にエアコンを整備するための経費を、また校庭の排水対策に要する

経費を計上しています。 

  遺跡発掘事業では、旧土師小学校に智頭枕田遺跡の出土品等の展示活用スペー

スを確保し、本町の埋蔵文化財センターとして、また郷土資料館としての利活用

に向けて、地元協議を行いながら、３カ年計画で整備してまいりたいと考えてお
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ります。 

  図書館費では、平成２９年度を目途に図書館整備に着手することとし、新年度

は検討委員会を立ち上げるとともに、人との出会いのすばらしさや家族のきずな

を映し出すヒューマンドラマ「じんじん」の実行委員会を組織し、県内で初めて

上映することとしています。 

  次に、「みんなでつくる元気なまちづくり」についてでありますが、町内５地

区で住民みずからの発想による小学校の空き校舎の利活用策が検討され、山形地

区の木工教室、山郷地区の農家レストラン開業など、それぞれの地域で本格的な

実践へと移行されているところですが、これを契機に地域が元気に、さらなる住

民参加が促されるよう積極的に支援してまいります。 

  また、本町が今後目指すまちづくりの方向性である提案型の集落自治・地域自

治の確立のため、引き続き地域活性化基金を原資として、地域の皆様の夢が実現

できるよう全面的に支援してまいりたいと考えています。 

  百人委員会につきましては、提案された９プロジェクトの実施について支援す

るとともに、新年度は智頭中学校が行った地域調査の内容を智頭町探訪として、

提案も含めて発表の機会を設けることとしております。幅広い層の住民の方々に

まちづくりに参画いただくよう期待しているところです。 

  本町独自の地域おこし事業、日本１／０村おこし運動につきましては、町内５

地区で地区振興協議会を立ち上げ、小学校の利活用策の検討・実践を初め、各地

域のそれぞれの課題への対応、持続可能な地域経営を模索する取り組みが行われ

ているところですが、地域自治のモデル的な取り組みと高く評価されており、各

地区の身近でよりどころとなる中心的な組織として今後の活躍が期待されるとこ

ろであります。 

  また、町制施行１００周年記念事業としまして、記念式典を開催するとともに、

町民の体力向上と健康の保持・増進を目的に、本年８月に町民１,０００名参加

のもと智頭小学校グラウンドにおいて夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会を開

催することとしており、これに要する経費を措置しています。 

  以上、平成２６年度智頭町一般会計予算の概要をご説明しました。 

  次に、特別会計について説明いたします。 

  議案第３号 平成２６年度智頭町国民健康保険事業特別会計予算につきまして

は、国民健康保険被保険者に対する医療給付費を措置するとともに、特定健診の
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受診率の向上を目指した施策、がんドック及び脳ドックを引き続き実施すること

としています。 

  議案第４号 平成２６年度智頭町簡易水道事業特別会計予算につきましては、

各施設の水質検査等の維持管理に要する経費を計上しています。 

  議案第５号 平成２６年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算につき

ましては、貸付金の収納及び償還事務に係る経費を計上しています。 

  議案第６号 平成２６年度智頭町公共用地先行取得事業特別会計予算につきま

しては、土地開発基金利子を措置しています。 

  議案第７号 平成２６年度智頭町公共下水道事業特別会計予算につきましては、

処理施設の維持管理及び起債償還に要する経費を、また智頭テクノパーク下水道

施設整備に要する経費を措置しています。 

  議案第８号 平成２６年度智頭町農業集落排水事業特別会計予算につきまして

は、各地区処理施設の維持管理及び起債償還に要する経費を措置しています。 

  議案第９号 平成２６年度智頭町介護保険事業特別会計予算につきましては、

介護保険被保険者に対する介護サービス、介護予防の給付費を措置するとともに、

認知症予防教室など地域支援事業に要する経費を、また平成２７年度から２９年

度までの第６期介護保険事業計画の策定に要する経費を措置しています。 

  議案第１０号 平成２６年度智頭町介護保険サービス事業特別会計予算につき

ましては、智頭心和苑及び智頭デイサービスセンターの維持管理及び起債償還に

要する経費を措置しています。 

  議案第１１号 平成２６年度智頭町後期高齢者医療特別会計予算につきまして

は、後期高齢者医療広域連合の運営に要する経費を措置しています。 

  議案第１２号 平成２６年度智頭町水道事業会計予算につきましては、老朽管

の更新を引き続き実施するとともに、智頭テクノパーク水道施設整備に要する経

費を計上しています。 

  議案第１３号 平成２６年度智頭町病院事業会計予算につきましては、診療報

酬の実質マイナス改定と消費税率のアップという厳しい経営状況が想定されます

が、今後も一層の患者確保に努めるとともに、経営健全化に向け所要の経費を措

置しています。 

  続きまして、議案第１４号 平成２５年度智頭町一般会計補正予算について説

明します。 
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  総務費の地域の元気臨時交付金基金費では、さきの１２月定例会で議決をいた

だいた智頭町地域の元気臨時交付金基金条例に基づき、国から交付される地域の

元気臨時交付金を活用し、基金の積み立てを行うこととしています。 

  土木費では、土地開発公社の経営健全化を図るため、不良債務を計画的に解消

することとし、公社が取得した土地購入に要した借入額と町の購入額との差額分

について土地開発公社に助成を、除雪事業では委託料の増額を措置しています。 

  また、国の経済対策に伴い、防災費では防災行政無線と連動した緊急地震速報

など瞬時に周知する警報システム、Ｊ－ＡＬＥＲＴの導入に要する経費、教育費

では中学校改築に要する経費をそれぞれ計上しています。 

  そのほか各種事業の決算見込みに伴う調整を行っています。 

  以上、今回の一般会計補正予算額は９億９４万７,０００円であり、補正後の

予算総額は７７億３,２７３万６,０００円となりました。 

  また、議案第１５号から２１号までは特別会計及び企業会計の補正予算であり、

主に決算見込みに基づく補正です。 

  次に、条例案件につきまして説明します。 

  議案第２２号 智頭町おためし住宅の設置及び管理に関する条例の制定につき

ましては、移住・定住用住宅として設置した定住用おためし住宅の管理について

必要事項を定めるものです。 

  議案第２３号 智頭町褒彰条例の一部改正につきましては、功労表彰の審査基

準を見直すため、所要の改正を行うものです。 

  議案第２４号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部改正につきまし

ては、人事院規則の一部改正に伴い、育児または介護を行う職員の早出・遅出勤

務の規定を新たに定めるものです。なお、改正による条文を引用している職員の

給与に関する条例及び職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例に

つきましても、一部改正を行うものです。 

  議案第２５号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正につきましては、

町税の滞納処分に従事した場合の月額支給を廃止するとともに、税外収入等徴収

業務の見直しを行うものです。 

  議案第２６号 智頭町税条例の一部改正につきましては、地方税法等の一部改

正に伴い、特別徴収制度及び金融所得課税の規定を改正するものです。 

  議案第２７号 智頭町国民健康保険税条例の一部改正につきましては、地方税
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法等の一部改正に伴い条文の整備を行うものです。 

  議案第２８号 智頭温水プールの管理に関する条例の一部改正につきましては、

利用料金を追加するものです。 

  議案第２９号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについては、任期

満了に伴う久本文惠氏を引き続き選任したいので本議会の意見を求めるものです。 

  議案第３０号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについては、宝坂

安喜雄氏の辞任に伴い新たに藤原一彦氏を選任したいので、本議会の意見を求め

るものです。 

  議案第３１号 町道の路線認定につきましては、三田線及び三田中田線につい

て、新たに町道として認定するものです。 

  議案第３２号 町道の路線変更につきましては、駅裏線にふれあい橋を追加す

るため変更するものです。 

  議案第３３号 智頭町過疎地域自立促進計画の変更につきましては、薪ボイラ

ー導入事業、間伐促進支援事業、図書館整備、ＬＥＤ防犯灯設置事業及び住宅改

修事業について新たに追加するものです。 

  以上、本議会に提案しました諸議案の概要を説明しました。詳細については主

管課長及び担当者をもって説明させますので、よろしくご審議いただきますよう

お願いいたします。 

○議長（谷口雅人）  提案理由の説明が終わりました。 

  これから、日程第５、議案第１号 専決処分についてから日程第１７、議案第

３３号 智頭町過疎地域自立促進計画の変更についての１３議案の補足説明及び

質疑を行います。 

  質疑は、会議規則第５５条の規定により、一問一答で行います。 

  なお、発言時間について、会議規則第５６条の規定により、議長において制限

を設けることがあります。ご承知ください。 

  日程第５、議案第１号 専決処分についての補足説明を求めます。 

  西沖税務住民課長。 

○税務住民課長（西沖和己）  議案書の１ページをごらんください。議案第１号 

専決処分について。平成２５年１２月２７日をもって専決処分をさせていただい

ております。 

  議案書の３番目でありますし、資料概要の１ページをごらんいただきたいと思
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います。智頭町税条例の一部を改正する条例につきましては、寄付金控除額の拡

大であります。主に町民税を対象としたものでありまして、改正内容につきまし

ては、特定公益増進法人、認定ＮＰＯ法人等に対して行いました寄付金について

も税額控除の対象として、平成２６年以降の個人町民税から適用するというもの

であります。以上であります。 

○議長（谷口雅人）  説明が終わりました。これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  日程第６、議案第２２号 智頭町おためし住宅の設置及び管理に関する条例の

制定についての補足説明を求めます。 

  岡田企画課長。 

○企画課長（岡田光弘）  議案書７ページ及び概要の１ページをごらんください。

議案第２２号 智頭町おためし住宅の設置及び管理に関する条例の制定について

でございます。 

  智頭町おためし住宅の設置及び管理に関する条例を制定することについて、地

方自治法の第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

  議案書の８ページに条例案を掲載しております。この中で、目的及び設置。設

置につきましては、設置位置、智頭町大字郷原２８３番地１８に木造２階建てで

名称、郷原ほすぎの家として県外から智頭町へ移住を希望されている者に対して

一定の期間、町での生活を体験できる機会を提供する施設として設置するもので

ございます。その他、３では管理、第４条では使用の許可、第５条では使用の制

限を定めております。第６条の賃借期間として、おためし住宅の賃借期間は一月

以上３カ月以内ということで定めております。ただし、管理者が特別に必要があ

ると認めるときは、施設の管理上、支障がないときはこの限りではないというこ

とにしております。第７条では使用料を定めております。住宅使用料一月当たり

３万円、なお一月未満の端数があるときは日割り計算をすることとしております。

その他、第９条として、この条例の規則に関し必要な事項は別途規則で定めるこ

ととしております。 

  この条例は平成２６年４月１日より施行することとしております。以上でござ
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います。 

○議長（谷口雅人）  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  第６条の貸付期間ですね、原則として三月以内というこ

とですが、あと特別な事情とか次に申し込みがないときに、その人が希望したと

きにはという、多分そこら辺が適用除外になるんじゃないかなと思うんですが、

複数の人の申し込みがないときに、初めに申し込みがあった人がそういう状況で

継続してもう少し住んでみたいというときもそういう延長の対象になるという、

そういう捉え方でいいんでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  岡田企画課長。 

○企画課長（岡田光弘）  このたび設置する住宅につきましては、その目的をお

ためし住宅ということにしておりますので、なるべくたくさんの方に智頭の木造

住宅を体験していただくということを主眼にしており、この条例の中で一月以上

三月以内ということにしておりますが、先ほどご指摘のように、その間に入居の

希望がないと、空きが認められるという場合につきましては、さらに３カ月の延

長を認めるという方向で構成をしておりますので、最長で半年、６カ月間の入居

は認めようということでございます。 

○議長（谷口雅人）  ほかにございませんか。 

  ５番、中野議員。 

○５番（中野ゆかり）  第３条で、管理者は町長とするということですが、運営

はどこがする予定なんでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  岡田企画課長。 

○企画課長（岡田光弘）  ３条で示しておりますとおり、施設の管理者は町長と

いうことでございますので、直営で町が運営するという方針でございます。 

○議長（谷口雅人）  ５番、中野議員。 

○５番（中野ゆかり）  例えば土日の問い合わせ等はどのように対応されるんで

すか。 

○議長（谷口雅人）  岡田企画課長。 

○企画課長（岡田光弘）  そのあたりの詳細につきましては規則並びに内規で定

めるということでございますけども、当面は、ここの条例に記載しておりますと
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おり、一月以上ということで月を単位としておりますので、先ほど議員の土日の

ということでございますけども、その１日限りの使用ということは現在のところ

想定しておりませんが、土日につきましても……（発言する者あり）申し込みで

すね。失礼いたしました。土日の申し込みにつきましても職員のほうで受けてい

きたいということで考えております。 

○議長（谷口雅人）  よろしいですか。 

  ８番、徳永議員。 

○８番（徳永英太郎）  この施行に際し必要な事項は規則で定めるということに

なってますね。その規則というのは既につくっておられるんでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  岡田企画課長。 

○企画課長（岡田光弘）  現在、規則につきましては作成中でございまして、そ

の規則の中で詳細な事項を定めることとしております。なお、規則に定める事項

としては、目的、使用の申請、使用の許可、契約、借用期間、使用料、使用者の

遵守事項、行為の制限、貸し付け許可の取り消し、住宅の明け渡し、立ち入り、

設備の特殊備品の搬入、事故免責等について規則の中で定めることとしておりま

す。以上です。 

○議長（谷口雅人）  ８番、徳永議員。 

○８番（徳永英太郎）  規則が固まり次第我々に説明していただきたいと思いま

すが、使用料は３万円ということなんですけども、この中には電気、水道とかな

んとか含まれるみたいなことも、どのように理解したらいいのか、この条例だけ

ではちょっとわかりづらいものがあるんですが。 

○議長（谷口雅人）  岡田企画課長。 

○企画課長（岡田光弘）  ただいま光熱水費が使用料に含まれるかということで

ございますが、これについては使用料の中には含まれません。光熱水費は実費で

徴収するということでございます。その理由としましては、使用料の中に光熱水

費を含めますと旅館業法に抵触するということがございますので、この事業の中

で使用料と光熱水費は別なものということでご理解をいただきたいと思います。

以上です。 

○議長（谷口雅人）  ８番、徳永議員。 

○８番（徳永英太郎）  規則が定まり次第、説明をお願いいたします。 

○議長（谷口雅人）  ほか、ございませんか。 



－２４－ 

  ５番、中野議員。 

○５番（中野ゆかり）  ６条にて、賃貸の期間は１カ月以上３カ月以内とすると

は掲載されているものの、第７条で１カ月未満の端数があるときは日割り計算と

するとしております。ということは、１カ月未満で借りることもあることを想定

されているんですか。 

○議長（谷口雅人）  岡田企画課長。 

○企画課長（岡田光弘）  基本的には月単位のということでございますが、入居、

退去の関係で一月以上で、その中に端数が含まれるわけですね、一月と１０日い

るとか、そういう場合に関しましては使用料につきましては日割り計算をさせて

いただくということでございます。１日ということでお貸しするということでの

想定ではございません。 

○議長（谷口雅人）  ほか、ございませんか。 

  １番、大河原議員。 

○１番（大河原昭洋）  この６条の１カ月以上３カ月以内ということであります

けども、先ほどの説明で最長６カ月というふうなお話がありました。この建物に

関しまして、これからずっと建物として使える期間全ておためし住宅として使用

されるのかどうかということをちょっとお願いします。 

○議長（谷口雅人）  岡田企画課長。 

○企画課長（岡田光弘）  住宅の耐用年数としては２５年等、木造であると思い

ますけれども、この住宅につきましては県の助成も受けております。あくまでも

この助成の目的に伴って県の助成期間を全うするためには８年という年数が課せ

られておりますので、少なくとも８年間につきましてはこの条例に沿って、この

目的で使用する。それ以降の有効利活用につきましては、また地区の方等と、関

係者と協議させていただいて、またこのおためし住宅の有効活用ということで検

討をしてまいりたいと考えております。 

○議長（谷口雅人）  よろしいですか。 

  ほか、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  日程第７、議案第２３号 智頭町褒彰条例の一部改正についての補足説明を求

めます。 
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  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  それでは、議案書１０ページをごらんいただきたいと

思います。議案第２３号 智頭町褒彰条例の一部改正について。改正条例は１１

ページにございます。概要書のほうでは、説明のほうは２ページでございます。 

  第３条、功労表彰の被表彰者のうち５号に規定いたしております町職員及び７

号に規定いたしております町立学校職員、この功労表彰につきましては、長年表

彰規定から除外しておりますので、このたび条例の改正を行うものです。あわせ

て１１号、１２号はその通算規定でございますので、同じく削除するものでござ

います。それから１２号につきまして、特別功労者の諮問等の措置に関する規定

でございますが、これも現実にはこういう措置をいたしておりませんので、あわ

せて削除するというものでございます。以上でございます。 

○議長（谷口雅人）  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  日程第８、議案第２４号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部改正

について補足説明を求めます。 

  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  議案書１２ページをごらんください。議案第２４号 

職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部改正について。改正条例のほうに

つきましては、１３ページ以降でございます。概要説明のほうにつきましては、

同じく２ページでございます。 

  第１条、職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正につきましては、提

案理由にもありましたが、人事院規則の一部改正によりまして、国家公務員の育

児、介護を行う職員の早出遅出勤務につきまして、福祉の増進、公務能率の向上

を図るための措置が講じられたことを踏まえまして、国家公務員に準じて改正を

行うものでございます。 

  内容につきましては、１５ページ、第８条の３、第１号でございます。１４ペ

ージでございます。申しわけありません。小学校の就学始期に達するまでの子が

ある職員、小学校に就学している子のある職員であって別に定める者は育児また
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は介護を行う場合の早出遅出勤務を加えるものでございます。 

  なお、手前の１３ページの６条、それから８条、８条の２、それから１５ペー

ジの８条の４につきましては、この改正によりまして準則に基づく改正を行うも

のでありますとか条文の条数が繰り下がりますので、そういったことで処置をし

ているものでございます。 

  それから、１７ページでございます。第２条、職員の給与に関する条例の一部

改正及び１８ページの第３条、職員団体のための職員の行為の制限の特例に関す

る条例の一部改正につきましては、先ほど第１条で職員の勤務時間、休暇等に関

する条例の一部を改正したことによりまして、条文を引用している、いわゆる条

の番号を引用しているものがございましたので、１７ページの第１２条の５号、

それから１８ページの第２条の２号の中の条文の号数を改正したものでございま

す。以上でございます。 

○議長（谷口雅人）  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

  ６番、平尾議員。 

○６番（平尾節世）  職員の早出遅出に関する部分の質問ですが、これは町職員

のだと思いますが、町立の施設の職員も同じことでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  町の職員が対象でございます。町職員です。町の職員

が対象ということです。 

○議長（谷口雅人）  ６番、平尾議員。 

○６番（平尾節世）  正職員が対象ですか。臨時であろうとも町職員の身分、町

職員というのかどうかわかりませんけども、臨時職員は対象では、臨時とか嘱託

とか、そういう職員は対象ではないということでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  臨時、非常勤等は対象ではありません。 

○議長（谷口雅人）  ほか、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  日程第９、議案第２５号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正につい
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ての補足説明を求めます。 

  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  そうしますと、議案書の２０ページをお願いいたしま

す。議案第２５号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について。条例

改正は２１ページでございます。説明のほうの概要は３ページでございます。 

  第２条中、文言の改正をいたしております。 

  第３条、町税の滞納処分事務及びその補助事務に従事したときの月額支給を、

これを削除するものでございます。現行では日額支給ということで支給を行って

おりますので、現在では月額支給というのは支給していないために、ここの部分

については削除するものでございます。 

  それから、第８条中、税外収入等の徴収業務につきまして、徴収業務が生じる

さまざまな業務に対応できるように見直しを行うものでございます。現在は第８

条の１号から７号までということになっておりますが、ここの部分には例えば介

護保険でございますとか後期高齢者医療の保険料、そういったものも現在ではあ

りますので、そういうことを整理するために第８条の改正を行うものでございま

す。以上であります。 

○議長（谷口雅人）  説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  先ほどの説明で特殊勤務に対しては改正前は月額支給と

なっていたものを、今では実態が日額支給になってるので、この月額を削除する

という趣旨だというぐあいに説明を受けたんですが、それで間違いはありません

か。 

○議長（谷口雅人）  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  従前から日額支給ということで支給いたしております

ので、ここで条例の整理をいたすものでございます。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  では、きょう改正するまでは本来月額だったんだけど、

実態はもう日額でやってたと、それを条例を改正して日額にするんだということ

ですね。既に実態は日額になっていたんだという、そういうことですか。 

○議長（谷口雅人）  葉狩総務課長。 
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○総務課長（葉狩一樹）  特殊勤務手当自体が月額に率に反映させるということ

は非常に適切ではないという観点から、以前から、従前から日額ということで支

給しておりますので、この月額支給については該当といいますか、そういう支給

はいたしておりませんので、このたび整理をいたしたところでございます。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  本来ならそういう改正はそういう実態が発生したときに

すべきではないですか。そこら辺、今、条例ではそうなってるけど実態はそうだ

から、今の実態に合わせてそうするということでは、本来この条例の改正の時期

の是非というものが何か少しおかしいような気がするんですが、そこについては

どうお考えですか。 

○議長（谷口雅人）  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  特殊勤務手当全体の見直しを行った中で、ここの部分

を削除したものでございます。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  私の言ってるのは、本来なら条例に沿ってやっているこ

とが、条例では月額支給となっていたんだけど実態が日額支給になっているんだ

と、だから今現在ではこの月額支給というものがないので、ここで改めて月額支

給を削除するんだというのがこの提案の趣旨ですね。だったら本来こういう条例

の改正というものは、実態が変わったときにこういう提案をしてくるのが妥当で

はないかというのが私の質問の趣旨なんですが、そこはどうですか。 

○議長（谷口雅人）  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  このたび改正を行う際、この条文がありましたので、

それを削除するものでございます。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  どうも議論がかみ合わないんですが、今回の提案された

趣旨は、もう実態がそうでないので条例を改めてその実態に合わせるということ

ですね。ですから、本来こういう改正の提案というのは、そういう条例と実態が

そぐわない状況が発生したときに提案すべきではなかったのかと私は言ってるの

で、そこについての見解がどうですかということをお聞きしたいのです。 

○議長（谷口雅人）  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  その点につきましては、このたびそういうことが発生
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しましたので、先ほどから申しましたとおり、この特殊勤務手当の中身を総合的

に精査したもので、ですから当時、いつの時点かわかりませんが、こういうもの

が既に支給されなくなっていたということが残っておったものですから、このた

びあわせてこういう部分を整理したものでございます。 

○議長（谷口雅人）  よろしいですか。 

  ほか、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  ここで暫時休憩をします。 

休 憩 午前１１時５９分 

再 開 午後 ０時５９分 

○議長（谷口雅人）  再開します。 

  日程第１０、議案第２６号 智頭町税条例の一部改正についての補足説明を求

めます。 

  西沖税務住民課長。 

○税務住民課長（西沖和己）  議案第２６号 智頭町税条例の一部改正について。

資料の２３ページ、そして２４ページをごらんいただきたいと思います。概要資

料は３ページであります。 

  このたびの地方税法、そして地方税法施行令及び地方税法施行規則の一部改正

に伴いまして、町民税におけます公的年金からの特別徴収制度の見直しがされま

した。これは町外転出者などの特別徴収方法の見直しに伴うものであります。ま

た、金融所得課税の一体化に伴いましての見直しも含まれてございます。この内

容につきましては、寄附金税額控除における特別控除額の特例の整理であり、ま

た株式等に係ります譲渡所得等の分離課税の解除、あるいは上場株式等に係る損

益通算及び繰越控除の対象範囲の拡大についてであります。 

  ２４ページにその改正条項、第４７条の２、これが公的年金からの特別徴収制

度の見直しに係る事項であります。以下、金融所得課税の一体化に伴う見直しに

つきましては、議案資料の２６ページから４３ページまでで附則事項として改正

するものであります。 

  なお、一部につきましては、その他の所要の規定の整備を行うこととしており
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ます。以上であります。 

○議長（谷口雅人）  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  日程第１１、議案第２７号 智頭町国民健康保険税条例の一部改正についての

補足説明を求めます。 

  西沖税務住民課長。 

○税務住民課長（西沖和己）  議案第２７号 智頭町国民健康保険税条例の一部

改正について。議案の４９ページであります。また、資料概要の４ページをごら

んいただきたいと思います。 

  前段の議案第２６号の税条例の改正に伴いまして、町民税の金融所得課税の一

体化に伴う見直し事項に関連しまして、このたび国保条例の一部を改正するもの

であります。 

  改正に当たりましては、附則事項の文言の整理を行うものであります。以上で

あります。 

○議長（谷口雅人）  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  日程第１２、議案第２８号 智頭温水プールの管理に関する条例の一部改正に

ついての補足説明を求めます。 

  長石教育課長。 

○教育課長（長石彰祐）  議案第２８号 智頭温水プールの管理に関する条例の

一部改正について。議案では５６ページ、説明書では４ページの下でございます。 

  智頭温水プールの会員で中学生以下の区分は今現在、週１コースと週２回のコ

ースを設けて利用料金を定めておりますが、利用促進のために週３回のコースを

新たに設け、利用料金を設定したものでございます。以上です。 

○議長（谷口雅人）  説明が終わりました。 
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  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

  １番、大河原議員。 

○１番（大河原昭洋）  週２回のものを週３回のコースを新しく新設するという

ことで、これについて悪いというわけではないんですけど、やはりそういうふう

なニーズがあったというふうなことで理解してよろしいでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  長石教育課長。 

○教育課長（長石彰祐）  そういうことでございます。 

○議長（谷口雅人）  ほか、ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  日程第１３、議案第２９号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

いての補足説明を求めます。 

  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  議案書５７ページをごらんいただきたいと思います。

議案第２９号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて。八頭郡智

頭町大字大背１２１６番地、久本文惠、昭和３３年９月１５生まれ。これにつき

ましては、本年６月３０日付で任期満了となりますので、再任をお願いするため

に本議会の意見を求めるものであります。以上であります。 

○議長（谷口雅人）  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  日程第１４、議案第３０号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

いての補足説明を求めます。 

  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  それでは、５８ページをごらんいただきたいと思いま

す。議案第３０号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて。八頭

郡智頭町大字福原３１６番地、藤原一彦、昭和２５年１２月２１日生まれ。これ

につきましては、本年２月２８日付で現在委員でありました宝坂安喜雄委員が辞
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任されまして、新たに推薦を行うため本議会の意見を求めるものでございます。

以上でございます。 

○議長（谷口雅人）  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

  ２番、高橋議員。 

○２番（高橋達也）  藤原さんの任期は４月１日から始まるということでしょう

か。 

○議長（谷口雅人）  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  本議会の意見を求め、同意をいただきました後に法務

省のほうに進達いたしますので、その後に任命をされるということで、４月１日

ということはございません。 

○議長（谷口雅人）  ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  日程第１５、議案第３１号 町道の路線認定についての補足説明を求めます。 

  安藤地域整備課長。 

○地域整備課長（安藤充憲）  ５９ページをごらんください。議案第３１号 町

道の路線認定について。議案説明資料の６ページをごらんください。 

  整理番号３４３４、路線名、三田線、起点、智頭町大字山根字橋本３０番地１

先、終点、智頭町大字三田字岸ノ下２６８番地先、重要な経由地はふるさと大橋。

同じく路線番号３４３５、路線名、三田中田線、起点、智頭町大字三田字天王水

９４９番地６先、終点、智頭町大字中田字清水ノ前５６８番地先、重要な経由地

は淀ノ谷橋、それから智頭町ライスセンター。以上です。 

○議長（谷口雅人）  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  日程第１６、議案第３２号 町道の路線変更についての補足説明を求めます。 

  安藤地域整備課長。 
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○地域整備課長（安藤充憲）  ６０ページをごらんください。議案第３２号 町

道の路線変更について。議案説明資料７ページです。 

  整理番号２１３８、路線、駅裏線、新旧の別、旧、起点、智頭町大字藤ノ木河

原１８２７番地１先、終点、智頭町大字大地戸２６２５番地１地先、重要な経由

地は国民健康保険智頭病院です。新旧の別で新で起点、智頭町大字藤ノ木河原１

８２７番１先、終点、智頭町大字大地戸２６２５番１地先と智頭町大字智頭字清

右衛門田２０５５番地９、主な経由地は国民健康保険智頭病院と新たにふれあい

橋が含まれます。以上です。 

○議長（谷口雅人）  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  日程第１７、議案第３３号 智頭町過疎地域自立促進計画の変更についての補

足説明を求めます。 

  岡田企画課長。 

○企画課長（岡田光弘）  議案第３３号 智頭町過疎地域自立促進計画の変更に

ついて。議案書の６２ページから６９ページ、議案等説明資料の８ページをごら

んください。これにつきましては、新規事業等について、智頭町過疎地域自立促

進計画の内容を見直すためのものでございます。 

  自立促進施策区分の産業振興におきまして、智頭温泉プールの熱源として薪ボ

イラーを整備することについて追加するものでございます。また、間伐促進にお

ける所有者負担を軽減するため、間伐促進支援事業を追加するものでございます。 

  施策区分の教育の振興におきましては、現有の図書館が２階にあり利用者に不

便をかけているため、新たに図書館整備を追加するものでございます。 

  施策区分のその他の地域の自立促進に関し必要な事項につきましては、地域活

性化基金の使途内容に防犯環境の整備のためのＬＥＤ防犯灯設置補助金を追加す

るものと、あわせまして定住促進のための智頭町住宅改修事業を追加するもので

ございます。 

  以上の５事業を新たに過疎地域自立促進計画の中に追加するものでございます。

以上でございます。 

○議長（谷口雅人）  説明が終わりました。 
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  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  図書館整備についてですが、いろんな町民の方からの要

望がある中で、これからの図書館整備、いま併設で２階である、これを利便性を

改善したいということをうたってるんですが、これから整備する中で、これを単

独の図書館としてやっていくのか、またこれまでどおり併設でどこかの１階に移

してやろうとするのか、そこら辺の大きな方向性についてはどのようにお考えで

しょうか。 

○議長（谷口雅人）  長石教育課長。 

○教育課長（長石彰祐）  図書館にあっては、今は総合センターの中の２階とい

うことで、複合施設の中にあるところですけども、これを方針としては単独の施

設で設けたい、そのように考えております。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  あとは、町長の提案理由の中にもあったように、２９年

度を目途としてこれから計画をすると。場所についても選定と、それから基本的

には単独でやっていきたい、そういうことですか。 

○議長（谷口雅人）  長石教育課長。 

○教育課長（長石彰祐）  まだ詳細のほうは決まっておりませんけども、来年度

検討委員会を設けてその詳細を決めていきたいと考えております。先ほど申しま

したように、２９年度を目途に整備を進めてまいりたいと考えております。以上

です。 

○議長（谷口雅人）  ほか、ありませんか。 

  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  あと、町民みずから居住する住宅改修ですね、これをこ

れから過疎計に上げていくんですが、これに対しての要件はないんですか。これ

までは住宅助成に対しては４５歳以下の人とかというようなある程度の条件があ

ったんですが、ここについての要件的なものはどうなってるんでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  岡田企画課長。 

○企画課長（岡田光弘）  これは、今まで住宅の新築、改修ということでは若者

世代を対象にするということを要件にした事業をしておりましたが、引き続き住

み続けていくためのリフォームに対する助成ということでございまして、要件に
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つきましては、助成の対象となる工事、それから対象から外れる工事ということ

で細かく詳細に補助対象となる工事というところの内容を詰めておりますので、

主には増築、増改築ということでございまして、住居に関するところ、そこを引

き続き住んでいただくための助成ということを主眼としているものでございます。

条件の一つとして、町内業者による施工を対象とするということで考えておりま

す。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  対象事業が増改築、リフォームということで、大体範囲

がわかりましたが、あとは要件として、これまでは年齢制限的なものがあったん

ですが、今回は基本的には年齢制限的なものは考えてないというようなことでよ

ろしいんですか。 

○議長（谷口雅人）  岡田企画課長。 

○企画課長（岡田光弘）  これにつきましては、年齢制限を設けるということは

考えておりません。一つの考えとして、子育て世代に対する助成ということで、

１５歳未満の家族のいる者の世帯及び３世代同居というところにつきまして、助

成金額につきまして一定の優先を考えたいということでおりますので、年齢的な

条件を設けるということは考えておりません。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  では次に、この温水プールの熱源として、薪ボイラーと

いうことですが、これまで温水プール、指定管理でやってたんですが、この設備

についてもこれまでと同じように指定管理で新たに加えていくというような考え

でしょうか。そこら辺の管理についてはどのように考えるのでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  上月山村再生課長。 

○山村再生課長（上月光則）  指定管理のほうにつきましては、今後も、導入後

も引き続き指定管理でさせていきたいというふうに考えております。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

（「議長、済みません」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  上月山村再生課長。 

○山村再生課長（上月光則）  熱源の管理という場合、薪の投入でありますとか

機械自体の管理が出てくると思いますが、機械自体の管理につきましても現在指

定管理でプールのほうが受け持っておられる時間帯のものにつきましては引き続
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きプールのほうで管理していただきまして、熱源の供給につきましては、新たな

雇用を生みまして、そちらのほうで状況を見ていただくというふうに考えており

ます。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  これまでは多分設備も含めて管理していただいたと思う

んですが、今回その薪ボイラーを設置して、この部分については指定管理でなく

て町のほうが管理・運営をしていくという考え方ということでよろしいんですか。

もう一度確認したいんですが。 

○議長（谷口雅人）  上月山村再生課長。 

○山村再生課長（上月光則）  導入後の機械につきましては当然町のほうで管理

はしていきますけども、その実際の運営に係る管理といいますのはプールのほう

にいらっしゃる指定管理のほうでやっていただくというふうに考えております。 

○議長（谷口雅人）  ほか、ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  お諮りします。 

  議案第２２号から議案第２８号までの７議案及び議案第３１号から議案第３３

号までの３議案については、会議規則第３９条第１項の規定により、お手元に配

付しております議案付託表のとおり、所管の常任委員会に付託して審査すること

にいたしたいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  異議なしと認めます。 

  よって、議案第２２号から議案第２８号までの７議案及び議案第３１号から議

案第３３号までの３議案については、お手元に配付しております議案付託表のと

おり、所管の常任委員会に付託して審査することに決定しました。 

 

   日程第１８．議案第２号から日程第２９．議案第１３号まで  １２案 

   一括上程 
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○議長（谷口雅人）  次に、日程第１８、議案第２号 平成２６年度智頭町一般

会計予算から日程第２９、議案第１３号 平成２６年度智頭町病院事業会計予算

の１２議案の補足説明及び質疑を行います。 

  一般会計の予算の質疑については歳入と歳出の款ごとに、議会費から民生費、

衛生費から土木費、消防費から予備費と債務負担行為から地方債の５区分、その

他の特別会計予算、事業会計予算については歳入と歳出に分けて行いたいと思い

ます。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  異議なしと認めます。 

 一般会計予算の質疑については歳入と歳出の款ごとに、議会費から民生費、衛生

費から土木費、消防費から予備費と債務負担行為から地方債の５区分、その他の

特別会計予算、企業会計予算については歳入と歳出に分けて行います。 

  日程第１８、議案第２号 平成２６年度智頭町一般会計予算の補足説明を求め

ます。 

  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  議案第２号 平成２６年度智頭町一般会計予算。 

  それでは、平成２６年度当初予算の概要ということで、歳入から概略のみご説

明させていただきたいと思います。お手元に配付いたしております平成２６年度

当初予算の概要という２ページものをごらんいただきたいと思います。これに基

づきまして当初予算の概要の説明をさせていただきます。 

  それでは、説明させていただきます。 

  平成２６年度予算額総合計は７６億８,６００万円でございます。前年度と比

較しまして１１億６,７００万円、１７.９％の増ということでございます。 

  まず、歳入でございます。 

  町税につきましては前年度に比べて５２万５,０００円の微増を見込んでおり、

７億２,３００万円余りとしております。増減の主なものにつきましては、概要

書の中段から下の段に増減一覧で掲げておりますので、あわせてごらんいただき

たいと思います。町税のうち町民税につきましては、個人分を１７０万円余りの

増収を、法人分につきましては６２０万円余りの減収を見込んでおり、町民税合

わせて４６０万円余りの減収を、それから固定資産税につきましては約２００万
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円を、たばこ税は約３２０万円余りの増収を見込んでおり、先ほど申しましたよ

うに、町税合わせまして５２万５,０００円の増でございます。 

  次に、地方特例交付金等につきましては、４月からの消費税率引き上げに伴い

ます地方消費税分の改正により１,０４０万円の増額を見込んでおります。 

  それから、地方交付税では、国の交付税削減が打ち出されておりますが、本年

度の実績は約３０億円程度であろうということで見込んでおりますことから、普

通交付税、特別交付税とも昨年と同額の２４億８,０００万円ということで見込

んでおります。 

  使用料及び手数料の２７０万円余りの減額となっております中には、住宅及び

バス使用料が約２１０万円の減額ということでございます。 

  国庫支出金につきましては２,６７０万円余りの減額となっております。主な

要因は、一番下の部分に国庫支出金の枠組みがございますが、中学校改築に伴い

ます学校施設環境改善交付金、１億４,７００万円余りが減額に、また町道改良

など社会資本整備総合交付金、これが約７,０００万円、それから新たに給付措

置が決定いたしております臨時福祉給付金及び子育て世帯給付金合計で約４,０

００万円の増、それから美しい森林づくり基盤整備交付金などが増額となってお

ります。 

  続きまして、県の支出金につきましては、中段の右側のほうに枠組みを載せて

おりますが、それぞれの新旧の事業の結果、３,４００万円余りの減額となって

おります。 

  繰入金につきましては、財政調整基金繰入金、昨年度と比べまして２億５,０

００万円足しまして７億円を、また中学校改築に伴います教育施設整備基金から

約１億５,０００万円を、さらには国の交付金を積み立てました地域の元気臨時

交付金基金から３億３,０００万円繰り入れるようにしております。 

  繰越金につきましては、前年度８,８００万円でありましたものを新年度は５,

５００万円ということで、３,３００万円の減額をいたしております。 

  最後に、町債でございます。町債につきましては、臨時財政対策債が１,８８

０万円の減額を見込んでおります。臨時財政対策債を除きます町債につきまして

は、防災行政無線のデジタル化に伴います緊急防災・減災事業債充当を６億８,

２２０万円、その他、過疎債ハード・ソフト事業の充当分合わせまして調整いた

しました結果、６億６,１３０万円の増額ということにしております。 
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  続きまして、予算概要の２ページでございます。歳出の状況でございます。性

質別歳出の概要をご説明いたします。 

  まず、人件費でございます。４,９００万円余りの減額となっております。こ

の資料の中ほどから下の欄に増減一覧で掲げておりますので、それもあわせてご

らんください。職員給につきまして、退職・採用によります新陳代謝分、それか

ら退職に伴います退職手当組合特別負担金でありますが、それぞれ減額となって

おります。 

  次に、物件費につきましては、あたご保育園の入園児の増に伴います臨時保育

士の賃金といたしまして７７０万円余り増額となっております。 

  扶助費につきましては、自立支援医療費等の給付費、特別医療費助成、児童手

当給付金が減額となっております。 

  続きまして、補助費等でございます。新規事業としまして４事業ですが、まず

小規模高齢者集落等が移住者を受け入れ地域の活性化を図るための地域プラン活

動の支援を行う若者定住等による集落活性化対策事業、それから次に定住促進の

ための小規模の住宅改修への助成補助、それから暫定的・臨時的措置として給付

される臨時福祉給付金の給付、さらには間伐の促進を図るため事業費補助の上乗

せを行います間伐促進支援事業を計上いたしております。事業の拡充といたしま

して、森林経営計画策定に係ります森林整備地域活動支援交付金及び美しい森林

づくり基盤整備事業交付金の増額をいたしております。また、町内での消費を促

進し地域経済の活性化を図るため、プレミアム商品券発行に要します経費として

商工会補助金の増額などが主な増額の要因でございます。減額となっております

のは、病院事業会計繰出金、緑の産業再生プロジェクト事業補助金、東部広域消

防費負担金の減額などによりまして、全体では４,５７０万円余りの減額となっ

ております。 

  次に、普通建設事業でございます。じん芥処理事業としまして智頭クリーンセ

ンター解体事業費１億５,２００万円余りを、それから防災行政無線デジタル化

事業では約６億７,０００万円余りを、また木の宿場プロジェクト推進事業では

温水プールの熱源としての薪ボイラー導入に伴います経費として約６,７００万

円余りを、公共林道事業としまして２路線の改良を計画しておりまして、この事

業費５,２００万円余りをそれぞれ増額しております。また、緑の産業再生プロ

ジェクト事業につきましては森林境界明確化及び林業機械整備としまして２,４
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００万円を、智頭小学校管理事業ではエアコン整備及びグラウンドの排水工事と

いたしまして２,４００万円余りを計上し、全体では９億５９０万円余りの増額

となっております。 

  積立金及び貸付金につきましては、過疎債ソフト事業を活用した定住促進基金

の積み立てとして１,０００万円の増額を、その他、地域活性化基金積立金及び

制度金融預託金は減額措置をしており、全体では約１,０００万円余りの減額と

なっております。 

  最後に、繰出金につきましては、介護保険サービス事業特別会計繰出金としま

して、智頭心和苑等の施設整備に要しました起債償還金について運営基金を取り

崩して財源としておりましたが、基金残額が減少したため、今後の運営等に支障

を来すことも考えられますことから、一般会計からの繰出金として新たに措置し

ております。また、上水道事業会計繰出金及び公共下水道事業特別会計繰出金に

つきましては、智頭テクノパーク上下水道施設整備費として繰出金を計上してお

ります。そのほか特別会計への繰出金合わせて３億９,８６０万円余りの増額と

なっております。 

  概要の３ページ目は目的別歳出の状況でございます。先ほど２ページ目で性質

別歳出の状況で説明いたしましたので省略させていただきます。 

  ４ページ目は基金、公債費、起債残高の状況です。基金につきましては平成２

５年度、この３月補正後の積み立て、取り崩しによる基金残高が２６億９,５０

０万円ということでございます。公債費の状況につきましては、新たに借り入れ

るもの、償還金額差し引き１３億４,３００万円増の６７億９,０００万円が起債

残高ということでございます。 

  簡単ではありますが、歳入歳出の概略を終わります。 

  続きまして、平成２６年度の智頭町当初予算主要事業につきましては、お手元

にこれも配付していたしておりますが、総合計画に基づきます四つの基本理念ご

とに各事業を取りまとめております。一つには「豊かな資源・環境を活かしたま

ちづくり」の中での主要事業、それから「安全・安心で住みよいまちづくり」の

主要事業、３番目に「充実した教育によるまちづくり」ということでの主要事業、

最後に「みんなでつくる元気なまちづくり」での主要事業というふうにしており

ます。この主要事業の詳細につきましては、後日開催されます予算特別委員会で

詳細について説明させていただくことにしております。 
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  以上で説明を終わります。 

○議長（谷口雅人）  説明が終わりました。 

  これから歳入の質疑を行います。質疑はありませんか。 

  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  今回の予算、町長の提案理由の中でもあったように、積

極的な予算です。今町の置かれている閉塞感を脱却するためにはこういう予算も

必要なのかなと思うんですが、しかしこの歳入の状況を見たときに、基金からの

取り崩しですね、基金からの取り崩しと町債、その二つで約３０億円、今回の７

６億円の総額から見ると約４０％弱がそういった基金の取り崩しや町の借り入れ

によって賄われているという、非常に積極的でありながら財政的には将来にちょ

っと懸念を残すような状況ではないのかなと思うんです。そういった中でやはり

事業の見直しといいますか、旧来というか、今回も主要事業の中で新規事業とい

うのはたくさん目につくんですが、やはり事業をするときにスクラップ・アン

ド・ビルドということをしっかりやった上でやっていくということをしないと、

どうも新規事業は目につくんですが、こういうものをしっかり整理しましたとい

う部分が見えてこないですが、そこら辺についてはどのようにそういったスクラ

ップ・アンド・ビルド的なものを見直しをやったんでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  まず、平成２６年度には必ず必要であろうという事業

で先ほど議員ご指摘のように繰入金なり町債をもって大きな事業をやっていくん

だということで取り組んで査定をしてまいった中で、その中で、ご指摘のように

スクラップ・アンド・ビルドというような形でのご質問ですけども、今回廃止し

た事業というのは確かに、この事業を廃止しましたというのはございません。た

だ、中身ではやはり事業を、平成２６年度にこれだけの大型の事業をするに当た

っては、それぞれの実施してきた事業、全て見直しを行いながらこの予算編成を

いたしました。その結果で２７の事業につきましては、やはり見直しといいます

か、中身の、例年ベースの事業費じゃなく、見直しを行いながら新たに発生した

新しい事業に充当できるようにということで精査をいたして、この今回の当初予

算ということで計上いたしたものです。ご指摘のように廃止事業が幾らあって新

たに構築したのが幾らということは、新規事業につきましては１５事業、それか

ら拡充は５事業ということで、主要事業を見ていただければそういうふうに載っ
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てるんですが、あくまでも廃止という部分では、整理統合いたしたものは中に３

事業ほどございますが、ほぼ例年ベースから減額をしながら新たな予算組みをつ

くっていったということでご理解いただきたいと思います。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  たしか私は昨年も同じ趣旨の質問したところ、やはり見

直しというか廃止したような事業はほとんどなかったという返事でした。 

  例えば国からの交付金とか町の税収がふえていくときには当然事業の項目を幅

広く広げていくというのも、多分それはありでしょうけど、やはり将来の財源が

厳しいと見込まれるときには余り間口を広げていくのはどうなのかなと。見直し

をせずに新規事業をどんどんどんどつくっていく。今度は予算が、財源が減少し

たときには当然縮小していかにゃいけんわけですので、そこら辺の将来のことも

考えてしっかり事業の精査をしていくということが必要なのではないかなという

ぐあいに私は思います。あとは詳しいことは予算委員会等で質疑をさせていただ

きます。 

  もう１点、基金の現状の中で、２５年度末で２６億９,０００万あるというこ

とですが、これはがんばる交付金の補正で積み立てたというものもこれは含まれ

ているという見方でよろしいのですか。ここの意味合いをちょっと教えてくださ

い。 

○議長（谷口雅人）  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  平成２５年度に積み立ていたしますものは、現在計上

しておりますのは定住で１,０００万、それから地域活性化で３,０００万、元気

臨時交付金で３億６,０００万、合計４億１,７００万円を計上、積み立てるとい

うものでございまして、取り崩しにつきましては、財調が７,９００万円、教育

が８,２００万円、定住が約４,０００万円ということでの差し引きしたところで

の２６億９,５００万円が基金としてあるということでございます。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  ここでは、このグラフで、形で見ると約２億円強ふえて

いるんですが、実態を見るとほとんど、やりくりを努力してというよりも、国か

らの交付金等を積みましたものが基金として残ったから、結果としてふえてきた

んだという形になる。実質的には２４年度より減っているという見方のほうが正

しいのではないですか。そこら辺についてはどのようにお考えですか。 
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○議長（谷口雅人）  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  先ほど説明させていただきましたけども、本年度取り

組みするものは、現在までに積み立てております財調から約７,９００万円、こ

れは取り崩しの予算を計上しております。それから、もともと教育基金からは８,

２００万円ということで計上させていただいております。それから、定住につき

ましても、あくまでもソフトを積み立てて、過疎債のソフトを積み立てて、基金

として運用していくんだということで、その中で定住施策の４,０００万を崩す

んだということで、そういうふうにご理解いただければよろしいかと思います。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  私が聞いているのは、ここで年度で見ると、２４年度か

ら見て２億円ふえているんだと。数字ではね。でも実際にはがんばる交付金とい

うような３億８,０００万という大きな数字が形の上では基金残高で加わってい

るので、そういうものを引くと、実質的には２４年度より減るという見方ができ

るのではないかということを聞いているんです。 

○議長（谷口雅人）  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  確かに数字上そうでございますけども、特別交付税等

入ってまいりますので、そういった部分では基金が減っておるんじゃないかとい

う、計算上はそうなるかもわかりませんが、実質には基金のほうは減らないとい

うことで理解いただきたいと思います。 

○議長（谷口雅人）  ほかございませんか。 

  １０番、酒本議員。 

○１０番（酒本敏興）  総務課長に、ここで急な質問ですので、予算委員会で結

構ですので、詳細をちょっと教えていただきたいと思いますけれども、先ほど同

僚議員が言いましたように、自主財源は約３０％に近い自主財源。中身はやっぱ

り繰入金が相当のウエートを占めるということで、このままいきますと、今回の

歳入も殊さらながら、将来を踏まえて、地方自治体の力いっぱいの国に対する要

望も必要ではないかというぐあいに思ってます。 

  そこで質問をいたしますけれども、政府は、国は、合併特例債の期限を延長し

たり、それから支所数に応じた交付税の配分の増加を考えたり、さらに地方財政

の悪化に配慮した交付税の別枠加算１兆円、これもやめようという話が出てまし

たですね。今、予算国会が行われていますので、結果はわかりませんけれども、



－４４－ 

今言いましたような国の政策が続くと、しっかりと頑張ってきた単町の自治体の

歳入の、いわゆる財源が、大きく額が絞られるんじゃないかというふうな非常に

将来を踏まえた心配をしてます。したがいまして、智頭町議会も当然、それが事

実であるならば、要望していかねばなりませんけれども、行政として、いわゆる

そういう働きかけが要るのではないかと、必要になるんではないかというような

ことがあります。したがいまして、今言いましたような問題について危惧をして

ますので、今の国会の審議の中でそういうものがあるのかないのか。こういうの

は見直されたというようなことにつきまして、忙しいさなかですけれども、説明

をしていただきたいなと、こうぐあいに思います。 

○議長（谷口雅人）  執行部。 

  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  ご質問の中での合併特例債の延長という、支所数に応

じた延長というような、そういう国のほうでは議論がなされて、それもほぼ決定

というようなことでございます。実は鳥取県の自立を目指すサミット、１０市町

村が入っております。もちろん智頭町も入っているわけですけども、昨年の１２

月でしたでしょうか、連名で国のほうに対して、単独での市町村がそういう国に

対しての要望書を出したということも、事実そういう行動も行ったところでござ

います。その点につきましては、そういう行動も起こしておりますので、ひとつ

ご理解をいただきたいと思います。 

○議長（谷口雅人）  １０番、酒本議員。 

○１０番（酒本敏興）  わかる範囲でいいですけれども、その影響を危惧します

ので、状況がもしわかるようでしたら、特別委員会の席上で、そちらで結構です

ので、教えていただきたいと、こういうぐあいに思います。それでよろしいです。 

○議長（谷口雅人）  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  そういう情報がわかるようでしたらまた特別委員会の

ほうで説明はさせていただきますけども、現時点ではちょっとわかりかねており

ます。 

○議長（谷口雅人）  ほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  次に、歳出の議会費から民生費までの質疑を行います。 
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  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  次に、衛生費から土木費までの質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  次に、消防費から予備費までの質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  次に、債務負担行為から地方債についての質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  最後に、全体を通して質疑はありませんか。 

  ５番、中野議員。 

○５番（中野ゆかり）  戻ってもいいんですよね。 

○議長（谷口雅人）  どうぞ。ページ数を示してください。 

○５番（中野ゆかり）  当初予算説明資料でもいいですか。の４ページ、まちづ

くり推進費ですが、よろしいですか。 

○議長（谷口雅人）  はい。 

○５番（中野ゆかり）  当初予算説明資料４ページ、アドバイザリー委託料３０

０万円、これ、補正予算にもかかわるのですが、補正予算では２００万円使って

おりません。このたび３００万円計上しているのは、もう既に業者は決まってい

るのでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  執行部。 

  岡田企画課長。 

○企画課長（岡田光弘）  ２６年度につきましては、現在、外からの目でアドバ

イザリーをいただくということで、業者につきましては選考中ということでござ
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います。 

○議長（谷口雅人）  ５番、中野議員。 

○５番（中野ゆかり）  前回、３月、当初予算でも同じことを言われておりまし

た。前回、アミタさんの契約のときは、とても町に対して貢献されていたので、

このたびもこのアドバイザリーの予算はとっているけれども、アミタさんではな

く、別の業者を選考する予定であるというような説明を受けたのは１年前です。

それが２００万円だったにもかかわらず、それを使わずに、このたび３００万円

にアップした予算を計上しているじゃないですか。それで、今から選考しますと

いうような説明であれば、また同じことの繰り返しではないのかという不安視を

しているわけなんですが、その点、どのような考えを持ってこのアドバイザリー

契約を執行していくのか。このところをお聞かせください。 

○議長（谷口雅人）  岡田企画課長。 

○企画課長（岡田光弘）  ２５年度につきましては、結果的に業者委託というと

ころにまで至りませんでしたけれども、２６年度、仕切り直しということで、具

体的な業者も念頭に置いて選考しているという段階でございますので、ご理解を

いただきたいと思います。 

○議長（谷口雅人）  ほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  日程第１９、議案第３号 平成２６年度智頭町国民健康保険事業特別会計予算

の補足説明を求めます。 

  岸本福祉課長。 

○福祉課長（岸本光義）  議案第３号 平成２６年度智頭町国民健康保険事業特

別会計予算。歳入歳出予算の総額は、それぞれ９億３,５１１万７,０００円とす

るということで、ページでいきますと１３２ページです。世帯数がことしの１月

３１日現在１,２２９世帯です。被保険者が２,１１５人の方の国保事業に係る経

費をのせております。詳しい内容につきましては特別委員会のほうで説明させて

いただきたいと思いますが、保険料給付費が大体６億で６５％、それから、後期

高齢者医療に係る支援金が１億６００万ということで１１.４％、それから、介

護保険に伴う給付金ということで、５,５００万余りということで５.９％、それ

から、共同事業ということで、高額の療養費に係るものについて出すものですが、
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１億２,０００万ということで１１％余りということの支出になっております。 

  それから、費用のほうにつきましては、１３９ページから１４４ページになり

ますが、今申し上げました保険料等々に係る国保税、国庫支出金、共同事業交付

金等を見込みまして、それから繰越金のほうにつきましては、他会計からの事務

費の負担金でありますとかがんドックに係る経費等を見込みまして、収入を確定

しまして、その残り分について、国保税、基金等を繰り入れるというものであり

ます。今の段階では、２０年度から２４年度までにかけての４年間の実績見込み

もあわせまして支出のほうを決めましたので、その関係で、今までは基金を取り

崩して国保税を引き下げておったわけですけれども、その関係で、基金が底をつ

くというような状況になりましたので、今の見込みとして、国保税、基金を調整

して予算計上したものであります。 

  以上で補足説明を終わります。 

○議長（谷口雅人）  説明は終わりました。 

  これから歳入の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  次に、歳出の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  日程第２０、議案第４号 平成２６年度智頭町簡易水道事業特別会計予算の補

足説明を求めます。 

  萩原水道課長。 

○税務住民課参事兼水道課長（萩原 学）  議案第４号 平成２６年度智頭町簡

易水道事業特別会計予算について説明させていただきます。平成２６年度智頭町

簡易水道事業特別会計予算書１５９ページからごらんください。 

  歳入では、簡易水道施設１８施設、専用水道施設４施設からの給水使用料と一

般会計繰入金を計上しております。 

  歳出では、簡易水道施設、簡易水道費では、配水池におきまして、主に簡易水

道施設１８施設の月例水質検査手数料、また、残り１施設となりましたけども、

水道整備事業債償還元金、利子を水道普及費としまして、主に専用水道施設４施
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設の月例水質検査手数料を計上しております。 

  以上で平成２６年度智頭町簡易水道事業特別会計、補足説明を終わります。 

○議長（谷口雅人）  説明は終わりました。 

  これから歳入の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  次に、歳出の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  日程第２１、議案第５号 平成２６年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別会

計予算の補足説明を求めます。 

  西沖税務住民課長。 

○税務住民課長（西沖和己）  予算書の１６６ページであります。議案第５号 

平成２６年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算。それぞれ歳入歳出と

もに８６８万３,０００円で事業運営することといたしております。 

  まず、歳入につきましては、１７１ページをごらんいただきたいと思います。

住宅新築資金県補助金といたしまして、この事業に係ります償還推進助成事業補

助金をもって、２５万９,０００円でありますけども、償還事務に当たっての歳

入部分であります。また、諸収入といたしましては、貸付金の住宅改修資金、新

築資金、宅地取得資金、この三つの貸付金からの償還金を見込んでおるところで

ございます。 

  １７２ページの歳出でございます。この三つの事業から一般会計への繰出金が

償還される分としての貸付金が入ってくるわけですけども、それを一般会計へ繰

り出す予算措置を講じておるものでございます。あとは、貸付金に伴います償還

金の割引料ということで、国に返す経費を見込んでおります。さらに、住宅新築

資金の償還推進助成事業につきましては、償還推進に係ります担当者の人件費、

あるいは一部事務費というものを計上してございます。以上であります。 

○議長（谷口雅人）  説明は終わりました。 

  これから歳入の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  次に、歳出の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  日程第２２、議案第６号 平成２６年度智頭町公共用地先行取得事業特別会計

予算の補足説明を求めます。 

  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  １７３ページでございます。議案第６号 平成２６年

度智頭町公共用地先行取得事業特別会計予算。 

  １７８ページ、１７９ページをごらんいただきたいと思います。歳入歳出それ

ぞれ１万４,０００円を計上いたしております。これは、土地開発基金利子をそ

のまま積み立てるものでございます。以上でございます。 

○議長（谷口雅人）  説明は終わりました。 

  これから歳入の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  次に、歳出の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  日程第２３、議案第７号 平成２６年度智頭町公共下水道事業特別会計予算の

補足説明を求めます。 

  西沖税務住民課長。 

○税務住民課長（西沖和己）  議案第７号 平成２６年度智頭町公共下水道事業

特別会計予算。 

  歳入でありますが、１８６ページをごらんいただきたいと思います。歳入にお

きましては、五つの予算項目から成り立っております。まず、主なものといたし

まして、分担金及び負担金であります。公共下水道事業分担金としまして３００

万円を見込んでおるところでございます。 

  続きまして、使用料及び手数料でありますけども、２６年度は７,６４２万２,
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０００円をもって予算措置を講じたわけでございます。 

  繰入金であります。一般会計からの繰入金といたしまして、３億４８２万４,

０００円でございます。 

  繰越金におきましては３００万円、地方債におきましては、公共下水道事業債

といたしまして８,８９０万円でございます。 

  なお、繰入金の主なものといたしましては、これは町長の方針の中にも述べて

ございましたように、本年度、智頭テクノパークにおけます下水道の路管整備を

行うこととしております。これに係る経費を歳入で計上いたしておるところでご

ざいます。 

  続きまして、歳出でございます。予算資料の１８７ページをごらんいただきた

いと思います。まず、総務管理費でございます。これは公共下水道事業に係りま

す職員の人件費、あるいは維持管理に伴う事務経費でございます。さらに、１８

８ページでございますけども、維持管理に伴います業務委託料、あるいは係る備

品の購入費、負担金等を計上しておるところでございます。 

  １８８ページの公共下水道費の施設整備費でございますが、先ほど申し上げま

したように、本年度は智頭テクノパークまでの間に下水道の管路を布設すること

としております。これに係ります委託料、さらには工事請負費というものを計上

して、１億６,０１７万１,０００円を予算措置をしておるところでございます。 

  公債費におきましては、下水道事業長期債の利子及び元金を予算化しておりま

す。以上でございます。 

○議長（谷口雅人）  説明は終わりました。 

  これから歳入の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  次に、歳出の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  日程第２４、議案第８号 平成２６年度智頭町農業集落排水事業特別会計予算

の補足説明を求めます。 

  西沖税務住民課長。 
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○税務住民課長（西沖和己）  議案第８号 平成２６年度智頭町農業集落排水事

業特別会計予算。 

  まず、歳入でございますが、予算書の２０２ページをごらんいただきたいと思

います。農業集落排水事業におきましては、町内５施設、浄化センターの維持管

理に伴う経費を歳入として見込んでおります。まず、農業集落排水事業に係りま

す分担金でございますが、例年同様、２４万円を予算化いたしております。２番

目に、使用料及び手数料でございますが、４,９１２万１,０００円を計上いたし

ました。使用料及び手数料として１万円。さらに、繰入金でございますが、２億

３,５９３万５,０００円を予算措置をしております。繰越金におきましては、２

００万円を予算措置をしております。さらに、町債におきましては、農業集落排

水事業債といたしまして、１億２５０万を予算計上させていただきました。 

  続きまして、２０４ページ、歳出でございます。冒頭にも申し上げましたよう

に、町内五つの農集施設におきます浄化センター、あるいは管路、マンホールポ

ンプといった施設設備の維持管理に要する経費でございます。これに伴います職

員の人件費、あるいは必要な需用費、役務費、委託料、負担金、公課費までが一

連の予算として計上させていただきました。また、公債費といたしまして、下水

道事業の長期債利子あるいは元金返済、これに伴う予算措置といたしまして、３

億５４２万３,０００円を予算措置をしております。以上でございます。 

○議長（谷口雅人）  説明は終わりました。 

  これから歳入の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  次に、歳出の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  日程第２５、議案第９号 平成２６年度智頭町介護保険事業特別会計予算の補

足説明を求めます。 

  岸本福祉課長。 

○福祉課長（岸本光義）  ２１２ページをごらんください。議案第９号 平成２

６年度智頭町介護保険事業特別会計予算。歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それ
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ぞれ１０億５,９６５万５,０００円とする。６５歳以上の介護保険の加入者、そ

れから承認を受けた障がいを持っておられる方、合わせて智頭町では２,８２４

名、これはことしの１月３１日現在であります、その方々の介護保険に係る費用

を賄うものであります。 

  ２１７ページを見ていただきたいと思います。初めに、歳出のほうですが、保

険給付費ということで、９億７,１３５万７,０００円ということで、この予算の

９１％が保険給付にかかわるものです。それから、地域支援事業といいまして、

加入しておられる方、それから一般の高齢者の方々に、予防事業に伴うその費用

でありますが、これが４,５００万余りということで、４.３％ということで、支

出の主なものとしてはそういうものが上げられております。 

  それから、収入のほうですが、介護保険料、１人当たり１カ月５,４８０円と

いうことで、３年間そういうことになっておりますが、収入としましては１億７,

０００万余り、１４.２％、それから、国庫支出金２億６,０００万ということで

２４.７％、それから、支払基金交付金ということで、２億８,０００万余りとい

うことで２６.７％、県の支出金１億５,０００万ということで１４％余りという

ことで、保険給付費に合わせて収入が決まっておるものですので、収入をそうい

う形で見込まさせていただきました。 

  以上で補足説明を終わります。 

○議長（谷口雅人）  説明は終わりました。 

  これから歳入の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  次に、歳出の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  日程第２６、議案第１０号 平成２６年度智頭町介護保険サービス事業特別会

計予算の補足説明を求めます。 

  岸本福祉課長。 

○福祉課長（岸本光義）  ２３７ページをごらんください。議案第１０号 平成

２６年度智頭町介護保険サービス事業特別会計予算。歳入歳出予算の総額は、歳
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入歳出それぞれ８,５９９万６,０００円とするということで、この会計は、智頭

町の心和苑及び智頭デイサービスセンターの維持管理に要する経費、それから介

護サービス運営事業の基金の積み立て、それが建物を建てた関係の起債償還に係

る経費をこの事業で賄うものです。 

  収入のほうにつきましては、地方債の償還金につきましては、今年度より一般

会計からの繰入金をもって措置させていただきます。それから、寄附金につきま

しては、社会福祉協議会のほうに貸し付けております金を返していただく、それ

から、寄附金として起債償還に係るものを４,４００万余り寄附していただくと

いうものであります。 

  以上で補足説明を終わります。 

○議長（谷口雅人）  説明は終わりました。 

  これから歳入の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  次に、歳出の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  日程第２７、議案第１１号 平成２６年度智頭町後期高齢者医療特別会計予算

の補足説明を求めます。 

  岸本福祉課長。 

○福祉課長（岸本光義）  ２４５ページをごらんください。議案第１１号 智頭

町後期高齢者医療特別会計予算。歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ９,

０６８万５,０００円とする。これは、後期高齢者、７５歳以上の方、智頭町で

は１,７５１名の方がおられますが、その方々の医療費、広域連合を鳥取県のほ

うでしておりますので、その関係の保険料でありますとか安定化交付金というも

のを広域連合に納める会計の費用であります。 

  収入のほうにつきましては、町からの繰入金、それから後期高齢者の保険料を

もって措置しております。 

  以上で補足説明を終わります。 

○議長（谷口雅人）  説明は終わりました。 
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  これから歳入の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  次に、歳出の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  暫時休憩をします。 

休 憩 午後 ２時１９分 

再 開 午後 ２時３０分 

○議長（谷口雅人）  再開します。 

  日程第２８、議案第１２号 平成２６年度智頭町水道事業会計予算の補足説明

を求めます。 

  萩原水道課長。 

○税務住民課参事兼水道課長（萩原 学）  議案第１２号 平成２６年度智頭町

水道事業会計予算について説明させていただきます。 

  平成２６年度智頭町水道事業会計、１ページからごらんください。町長の方針

の中でも述べていますように、今年度は主要な建設改良事業としまして、智頭テ

クノパーク水道施設造成工事としまして１億６,９１２万８,０００円を計上して

おります。 

  では、１９ページからごらんください。収益的収入及び支出としまして、収入

では、営業収入としまして、主に、給水戸数１,０２５戸でありますけども、各

家庭などからの給水使用料、営業外収益としまして、主に長期前受金戻入を計上

しています。この長期前受金戻入は、このたび２６年４月から新地方公営企業会

計基準になり、それに伴い新たに設置される科目の一つでありまして、現金の収

入を伴わない収入であります。 

  支出では、営業費用としまして、原水及び送水費、主に動力ポンプ電力料、水

質検査手数料を計上しています。配水及び給水費としまして、主に配水管、給水

設備修繕料を計上しております。総係費としまして、主に人件費、水道メーター

検針委託料などを計上しております。 

  最後に、予備費でありますけども、歳入で言いましたが、新会計基準に伴い収
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入に設置されました長期前受金戻入科目などにより増加しました金額を予備費と

して計上しております。 

  資本的収入及び支出としまして、冒頭申し上げましたように、建設改良事業と

しまして、智頭テクノパーク水道施設造成工事費１億６,９１２万８,０００円を

計上しています。 

  以上で予算書の補足説明を終わります。 

○議長（谷口雅人）  説明は終わりました。 

  これから歳入の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  次に、歳出の質疑を行います。質疑はありませんか。 

  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  下水道のときにも聞けばよかったんですが、テクノパー

クに上水道を布設するということですが、現状ではテクノパークの区画整理がま

だできてない状況なので、当然本管は道路沿いに引くと思うんですが、その団地

内にどこら辺までこういう上水道を布設する予定でこの予算を組んでいるのか、

そこら辺についてちょっと説明をお願いいたします。 

○議長（谷口雅人）  萩原水道課長。 

○税務住民課参事兼水道課長（萩原 学）  水の関係で、現場というか、…まし

たけども、今ある…でありますけども、予定は、ちょうど町民運動場があります

けども、その裏を経由しまして、今のテクノパークでございますけども、新設の

配水池を設置しまして、そこまでということで……。 

  済みません。敷地内には、今のところでは管は予定しておりません。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  今回のがんばる交付金で布設するのは、道路沿いの本管

のみという事業という捉え方でよろしいんですか。 

○議長（谷口雅人）  萩原水道課長。 

○税務住民課参事兼水道課長（萩原 学）  のみという表現はどうかわかりませ

んけども、そこまでの予算で計上してということであります。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  では、あとの分については、例えばこれから企業進出等
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を予定したときに、敷地内の配管等、当然これも町でやらなければならないと思

うんですが、そこらについては今後の課題だと、今回までの予算はあくまでも取

水池から団地内を通って本管を布設するのみだという予算だということですね。 

○議長（谷口雅人）  萩原水道課長。 

○税務住民課参事兼水道課長（萩原 学）  具体的に申し上げていませんでした

けども、予定は一応１３５トン当たりで、戸数でいけば１５０戸当たりの規模を

……。 

（発言する者あり） 

○議長（谷口雅人）  執行部。 

○税務住民課参事兼水道課長（萩原 学）  申しわけありません。実施設計の中

で明らかにしてまいります。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  今回予算を組んでいるということは、ある程度の積算に

基づいてやっていると思うんですね。本管どのくらい、支管をどのくらいという

ことで、このくらいかかるだろうという、多分そういう予定での設計していると

思うので、どの辺まで今回の事業で布設していくのかということを聞きたいので、

今の課長の答弁では何か本管のみという、道路沿いの本管のみというように聞こ

えたので、今回の事業はそれまでかということを聞いているんです。もし違うん

だったらまた答弁お願いします。 

○議長（谷口雅人）  萩原水道課長。 

○税務住民課参事兼水道課長（萩原 学）  説明不足だったかもしれませんけど

も、敷地内まで管は予定しておりまして、下水道と同じ考えであります。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  敷地内ということは、説明はわかるんだけど、今、区画

整理ができてないのでね、どこが道路になってどうなるかということが具体的に

わからないのに、そこら辺ですね。ある程度図面的なものをもって、今回はこの

範囲まで布設するというような、そういった説明が必要だと思いますので、そう

いうのができ次第、出していただきたいし、本来なら当初のこういう事業費が、

１億６,９００万という事業費が出ているなら、本来はもうそれもできていて当

たり前だと私は思うんです。それが示されないまま、何かちょっと説明が足りな

いのではないかなと思うので、まだできてないならできてないで、これから具体
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的にそれをつくって示していくという、そういう答えなんですか。そこら辺どう

ですか。 

○議長（谷口雅人）  萩原水道課長。 

○税務住民課参事兼水道課長（萩原 学）  そのとおりであります。 

○議長（谷口雅人）  よろしいですか。 

  ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  日程第２９、議案第１３号 平成２６年度智頭町病院事業会計予算の補足説明

を求めます。 

  寺谷病院事務次長。 

○病院事務次長（寺谷和幸）  議案第１３号 平成２６年度智頭町病院事業会計

予算につきまして、概要を説明します。 

  まず、平成２６年度は、診療報酬の実質マイナス改定、消費税の増税、地方公

営企業会計基準の見直しなど、病院経営には厳しい年度となります。智頭病院は

地域医療の充実を目指し、入院から在宅まで医療、介護サービスを行いながら、

３６５日２４時間、救急医療体制を確保し、地域の方々に安心して暮らせるよう、

安全な医療、介護サービスを提供してまいります。 

  １ページをごらんください。当年度の予算につきましては、１日当たりの患者

数を一般病棟４７.５人、病床利用率９１.３％、療養病棟４５.５人、利用率９

６.８％、介護老人保健施設４４人、利用率９７.８％、外来患者１日当たり２０

０人を見込んだところ、病院事業収益１８億３,９１０万９,０００円、病院事業

費用１８億６,９４５万１,０００円ということで、最終的な収支は、会計基準の

見直しもありまして、当期純利益３,０３４万２,０００円の赤字ということで見

込んでおります。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（谷口雅人）  説明は終わりました。 

  これから歳入の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 



－５８－ 

  次に、歳出の質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  お諮りします。 

  日程第１８、議案第２号 平成２６年度智頭町一般会計予算から日程第２９、

議案第１３号 平成２６年度智頭町病院事業会計予算までの１２議案については、

議長を除く全議員で構成する予算特別委員会を設置し、これに付託して審査する

ことにしたいと思います。 

  ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  異議なしと認めます。 

  よって、日程第１８、議案第２号から日程第２９、議案第１３号までの１２議

案については、議長を除く全議員で構成する予算特別委員会を設置し、これに付

託して審査することに決定しました。 

  暫時休憩をします。 

休 憩 午後 ２時４３分 

再 開 午後 ２時４４分 

○議長（谷口雅人）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  予算特別委員会の互選の結果、正副委員長が決まりましたので、報告します。 

  委員長に南 肇議員、副委員長に石谷政輝議員、以上のとおりです。 

  これから、日程第３０、議案第１４号 平成２５年度智頭町一般会計補正予算

（第７号）から日程第３７、議案第２１号 平成２５年度智頭町病院事業会計補

正予算（第１号）までの８議案の補足説明及び質疑を行います。 

  なお、この８議案につきましては、本日、可否決定を行います。 

  日程第３０、議案第１４号 平成２５年度智頭町一般会計補正予算（第７号）

の補足説明をお願いします。 

  葉狩総務課長。 

○総務課長（葉狩一樹）  議案第１４号 平成２５年度智頭町一般会計補正予算

（第７号）であります。 

  そういたしますと、前もって配付いたしております平成２５年度３月補正予算

概要、３枚とじになっているものがございます。これをごらんいただきたいと思
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います。これをもとに概要説明をさせていただきますので、よろしくお願いいた

します。表の左端の数字は補正予算書のページ数でございますので、補正予算書

もあわせてごらんいただければというふうに思います。 

  それでは、概略の説明をさせていただきます。 

  全体的には、各種事業の実績に伴います補正でございます。 

  まず、概要書の１ページでございます。補正予算書では１９ページでございま

す。議会費につきましては、決算見込みに基づきそれぞれ調整を行っております。 

  次に、一般管理費でありますが、職員手当及び庁用車燃料費を増額いたしてお

ります。また、共済費につきましては、これは旧恩給組合に係ります負担金であ

りますけども、この追加費用というものがございまして、この率が１０００分の

６５.３から１０００分の５５.２に改正となりまして、減額するものでございま

す。 

  次に、財産管理費につきましては、那岐駅舎の下水道接続に伴います負担金を

計上いたしております。 

  それから、補正予算書では１９ページ、２０ページにわたります。まちづくり

事務費につきましてはアドバイザリー委託料を、それから行政情報推進費では、

ほのぼのとの電話工事の関係の減額をそれぞれ措置いたしております。 

  移住定住促進事業につきましては、空き家再生活用事業の実績によります工事

請負費の減額を、それから、ＵＪＩターン住宅支援事業の家賃助成の、これは増

額でございます。それから、定住促進対策補助金として、住宅支援及び家賃助成

の増額をそれぞれいたしております。 

  それから、百人委員会費、補正予算書では２０ページでございます。自立と持

続を推進するまちづくり交付金、これの実績に基づきます減額措置をいたしてお

ります。 

  地域活性化推進費では空き校舎等利活用推進事業のバス借上料の減額措置を、

交通政策費、コミュニティバス運行事業では、それぞれ実績に基づきます措置を

いたしております。 

  それから、補正予算書、同じく２０ページでございます。町長の提案理由にも

ありましたが、地域の元気臨時交付金基金費では、国の交付金を基金として積み

立てるものでございます。 

  補正予算書２１ページでは、昨年執行しました町議会議員選挙の実績に伴う減
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額措置を行っております。 

  統計調査費では、実績見込みに伴う措置をいたしております。 

  次に、概要書は同じく１ページですが、補正予算書では２２ページでございま

す。社会福祉総務費ではタクシー助成の実績見込みによります増額を、それから、

国民健康保険事業特別会計への繰出金につきましては決算見込みに基づく措置で

ございます。 

  障害者福祉費では制度改正に伴いますシステム改修委託料及び補装具の実績に

伴う増額を、また、障害者福祉費は実績見込みに基づく給付費の減額をそれぞれ

措置いたしております。 

  続きまして、概要書が２ページでございます。特別障害者手当等支給事業につ

きましては、実績に伴います減額措置を行っております。 

  それから、老人保護措置費では委託料を、次の次の後期高齢者医療連合負担金、

それから介護保険事業特別会計への繰出金及び特別医療費につきましては、それ

ぞれ決算見込みに基づきます減額措置でございます。 

  次に、補正予算書では２３ページでございます。母子父子福祉費では母子生活

支援施設入所扶助費及び児童扶養手当を。それから、その次の児童手当給付費に

つきましてもそれぞれ実績に基づきます減額を措置いたしております。 

  それから、生活保護総務費では実績に伴います減額を。補正予算書２４ページ、

生活保護扶助費では医療分の扶助費について実績見込みに基づきます増額をそれ

ぞれ措置いたしております。 

  次に、概要書は３ページでございます。補正予算書は同じく２４ページです。

予防費では予防接種委託料を、それから母子衛生費の妊婦保健相談事業では特定

不妊治療助成費を、それぞれ実績見込みに伴います減額措置をいたしております。 

  それから、健康増進事業費の健康診査事業及び後期高齢者等健康診査事業につ

きましては、実績に伴う減額措置をしております。 

  保健センター管理費につきましては、保健センター蓄電池の修繕料、それから

燃料費及び光熱水費の増額措置をしております。 

  次に、補正予算書２５ページでございます。じん芥処理費につきましては一般

廃棄物の焼却委託料の実績見込みに伴います減額を、それから合併処理浄化槽設

置事業につきましても実績に伴います補助金の減額をそれぞれ措置いたしており

ます。 
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  上水道事業費の上水道事業会計への繰出金につきましては、決算見込みに基づ

く措置でございます。 

  それから、病院施設費につきましては、国県補助金及び交付税の額の確定によ

りまして財源の更正を行っております。 

  次に、補正予算書２６ページでございます。農林水産業費、農業振興費につき

ましては、鳥獣等被害防止事業につきまして、イノシシ等被害防止施設補助金の

実績に伴います減額措置をしております。 

  それから、地域農業振興プラン支援事業につきましては、チャレンジプラン支

援事業、青年就農給付金、集落営農バックアップ補助金、就農条件整備事業及び

経営体育成支援事業を、また、中山間地域等直接支払交付金事業の交付金につき

ましては、それぞれ実績に基づきます減額措置をいたしております。 

  概要書は４ページです。それから補正予算書は２５から２６ページにわたりま

す。ホンモノの農産物づくり推進事業につきましては、地域おこし協力隊に応募

がなかったことによる社会保険料、賃金等の減額のほか、ホンモノの農産物づく

り応援事業等の実績に基づく減額措置をいたしております。 

  続きまして、補正予算書２７ページでございます。土地改良施設維持管理事業

につきましては事業費の確定に伴います工事請負費を、それから畜産業費では牛

舎の整備が無執行によりまして、それぞれ減額措置をいたしております。 

  農業集落排水事業の繰出金につきましては、決算見込みによる措置でございま

す。 

  補正予算書は２８ページにもわたりますが、林業振興費につきましては、森づ

くり作業道整備事業補助金について、県の事業費の確定によります減額措置をい

たしております。 

  森林セラピー事業、智頭町まるごと民泊事業及び智頭百業学校事業につきまし

ては、それぞれ実績見込みに伴います減額措置をいたしております。 

  同じく２８ページ、県営林道事業につきましては、実績見込みによる負担金の

増額措置をしております。 

  商工振興費では貸付金の実績に基づき減額を、それから観光事業では地域おこ

し協力隊の応募がなかったことによります社会保険料、賃金等の減額を、それか

ら、補正予算書２９ページですが、観光施設管理事業では、那岐駅トイレの下水

道接続に伴う負担金をそれぞれ措置いたしております。 
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  同じく２９ページ、土木費でございます。土木総務費につきましては、これも

提案理由にもありましたが、土地開発公社の経営健全化を図るため、不良債務を

計画的に解消することとし、土地開発公社に対する補助金を計上いたしておりま

す。 

  道路維持費につきましては、これも提案理由にもありましたが除雪委託料の増

額を。それから道路新設改良事業及び社会資本整備総合交付金事業につきまして

は、県土木事業負担金の確定でありますとか社会資本整備事業費の確定に伴いま

す減額措置をしております。 

  次に、概要書は５ページでございます。補正予算書は３０ページでございます。

都市計画費につきましては桜土手街路灯修繕に要する経費の増額を、それから下

水道事業費では公共用水道事業特別会計への繰出金につきまして、決算見込みに

基づき減額措置をいたしております。 

  住宅管理費につきましては、改良住宅の修繕料を増額いたしております。 

  非常備消防費につきましては消防団員の退職報償金の実績に基づく減額措置を、

防災費につきましては、これは３１ページですけども、本年度から着手しており

ます防災行政無線デジタル化に伴います設計・測量委託料の入札による残といい

ますか、減額を、また、提案理由にもありましたが、国の経済対策に伴う防災行

政無線と連動した緊急地震速報など瞬時に周知する警報システム、Ｊ－ＡＬＥＲ

Ｔですが、これの導入による経費を措置いたしております。 

  同じく補正予算書３１ページでございます。事務局費では、小・中学生の通学

費の部分につきましては実績見込みに基づく減額を、国際交流事業につきまして

はバス借上料の減額をそれぞれ措置いたしております。 

  小学校管理事業及び智頭小学校管理事業につきましては、ガス、灯油など燃料

費の増額を措置いたしております。 

  智頭小学校の教育振興費につきましては、要保護・準要保護児童援助費の実績

見込みに基づきます減額を、それから、補正予算書３２ページ、中学校教育振興

費では、要保護・準要保護児童援助費の実績見込みに基づきます減額をそれぞれ

措置いたしております。 

  同じく補正予算書は３２ページでございます。中学校改築事業につきましては、

これも提案理由でも述べましたが、国の経済対策に伴います改築事業に係る補助

対象経費を計上いたしております。 
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  遺跡発掘事業では実績見込みに伴います賃金、それから社会教育施設費につき

ましては集会所職員の人件費をそれぞれ減額措置をいたしております。 

  次に、補正予算書３３ページ、文化財整備活用費につきましては、豊乗寺国宝

展の開催の延期によります……の減額措置をいたしております。 

  概要書は最後の６ページでございます。社会同和教育費につきましては、高等

学校等修学奨励金及び就学支度金の実績見込みに伴います減額措置をいたしてお

ります。 

  学校給食費につきましては実績見込みに基づきます増額を、それから、体育施

設管理費では賃金、清掃委託料の実績見込みに伴います増額を、それから、補正

予算書３４ページですが、工事請負費につきましては、グラウンドゴルフ芝生化

の未施工によります減額をそれぞれ措置いたしております。 

  以上、補正総額合計９億９４万７,０００円の補正となっております。 

  歳入につきましては、補正予算書９ページをごらんいただきたいと思います。

簡単に説明させていただきますが、ほとんどの歳入の部分では減額になっており

ます。増額になっておりますのは、地方交付税の減となる普通交付税額として増

額をいたしております。それから、国庫支出金では主には地域の元気臨時交付金

及び中学校改修に伴います補助金の増額を、それから、繰越金では１００％を計

上いたしております。 

  以上で補足説明を終わります。 

○議長（谷口雅人）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  この議案に対する質疑は、歳入と歳出の款ごとに、議会費から民生費、衛生費

から土木費、消防費から災害復旧費と繰越明許費から地方債補正の５区分に分け

て行います。 

  質疑に当たりましては、必ずページを示してください。 

  まず、歳入の質疑を行います。質疑はありませんか。 

  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  町が今、教育債を、過疎債から義務教育事業債に変えて

いるんですが、過疎債は将来７割が返ってくるという優位な債務ですが、この義

務教育事業債というものについての条件はどのようになっているんでしょう。 

○議長（谷口雅人）  長石教育課長。 
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○教育課長（長石彰祐）  当初は過疎債で予定をしておりましたけども、今回、

国の補正の学校施設環境改善対策交付金事業が過疎債は該当せずに、義務教債と

いうことになりましたので、この有利な交付金を活用して、過疎債から義務教債

に変更をしたものでございます。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  従来は過疎債が適用できると思っていたけど、過疎債じ

ゃあ適用にはならない。だから義務教育事業債に、こちらに振りかえるというこ

とで、条件的にはちょっと悪くなるという、そういう考え方でいいんですか。 

○議長（谷口雅人）  長石教育課長。 

○教育課長（長石彰祐）  交付税の算入につきましては変更がありません。変わ

りはありませんので、義務教債のほうを適債事業として活用したというものでご

ざいます。補助金のほうはこの補正予算に乗っかったほうが得ということの判断

でございます。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  私が聞いているのは、補助金がたくさん出るということ

はいいんですが、借金の部分ですね。借金の部分を過疎債を予定していたものが、

そちらが適用できなくなったという説明だったので、条件的には過疎債では７割

が返ってくるので有利な借金だという認識だったけど、それが負担の多い借金に

なったという捉え方ができるのではないかということで質問しているので、そう

いう捉え方でいいのですかという……。 

○議長（谷口雅人）  長石教育課長。 

○教育課長（長石彰祐）  起債の借りる金額につきましては、過疎債から義務教

債に乗りかえることによりまして、起債の借入額は減額になってます。ですから

公債費の占める割合が減るということでございます。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  私がちょっと聞きたいのは、過疎債では結果として３割

の負担で済むという話ですね。この義務教育債では、その負担の割合が過疎債よ

り多くなるのではないですかと、そこをちょっと聞いているので。 

○議長（谷口雅人）  長石教育課長。 

○教育課長（長石彰祐）  負担の割合はほぼ一緒でございます。 

○議長（谷口雅人）  ほかありませんか。歳入です。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  次に、歳出の議会費から民生費までの質疑を行います。質疑はありませんか。 

  ５番、中野議員。 

○５番（中野ゆかり）  先ほども質問させていただいたんですが、ちょっと聞き

逃したので再度質問させていただきます。 

  １９ページ、まちづくり推進費、委託料のアドバイザリー委託料を使わなかっ

た、委託まで至らなかった理由をお聞かせください。 

○議長（谷口雅人）  岡田企画課長。 

○企画課長（岡田光弘）  当初、２００万ということで、アドバイザリー委託料

として計上させていただいておりました。１年を通じてどういうタイミングでど

のように智頭町の課題にふさわしいアドバイザリーが受けられるかということで

検討しておったんですけども、それらを整理して、２６年よりということで整理

させていただきましたので、結果として、２５年には予算計上させていただきま

したけども、２５年に委託契約というところまで至らなかったというところが実

情でございます。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  同じく関連してですが、当初も、同僚議員も言っていた

ように、ある企業にアドバイザリー委託をやってたのを、そこを変更して、新規

のところにお願いするんだという説明でした、２５年当初にはね。ですから私た

ちとしては、当然、従来やってたところを変更するということは、新しいとこに

ほぼやれるという見込みのもとで予算をつけているのかなという想定だったので

すが、今の説明では、そういう根回し的なものはできていなくって、新年度にな

ってから新しく探したけど、結果として適当なところが見つからなかったという、

そういう説明の捉え方でよかったんですか。まずそこの確認……。 

○議長（谷口雅人）  岡田企画課長。 

○企画課長（岡田光弘）  今まで、２４年度まではアミタ持続可能経済研究所に

２年半にわたりまして、さまざまな観点で、アドバイザリー委託ということで、

智頭町に有益な情報をいただきましたり、また、有利な助成制度、あるいは都市

人材の派遣等で実績がございましたけれども、それにつきましては、２４年、２

年半、おおよそ３年ということでの締めくくりをいたしまして、また新たに新し
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い形、今抱えている智頭町の行政課題につきましてアドバイザリー委託を受ける

という形で、アミタも含めまして幅広に検討をしておったというところでござい

ます。２５年、１年あきましたけれども、２６年度につきまして、見込みがつい

たということでございますので、結果として２５年度のアドバイザリー契約につ

きましては、予算計上はいたしましたけども、契約までには至らなかったという

ところが実情でございます。 

○議長（谷口雅人）  ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  次に、衛生費から土木費までの質疑を行います。質疑はありませんか。 

  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  この土地開発公社の繰り出しです。先ほどのちょっと説

明で抜けてたのではないかなと。聞き間違いでなかったら、ここの補足説明が抜

けてたように思うんですが、この繰り出しの趣旨ですね。当然、土地開発公社の

土地は町の指示で購入した土地であると思うんですね。それをまた町が買い取る。

今回のこの補助金の趣旨は、その差額ですね、評価損といいますか、以前は土地

が高かったけど、現在に至っては土地の評価が下がってきたので安くなったと、

その差額に対するこれは補填金だという、そういう趣旨のこれは繰り出しと考え

てよろしいんですか。 

○議長（谷口雅人）  岸本議員、２９ページ、土木費ですね。 

  安藤地域整備課長。 

○地域整備課長（安藤充憲）  今言われたとおりでして、役場の裏の土地であり

ます。そこの土地開発公社が持っている金額と、それから補助事業で買った金額

との差額を今回補填するものです。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  本来、この土地開発公社のあり方については全国的に議

論されているところでね、ほんで智頭町としてもほぼ時代的な役割を終えたので

はないか。今持っている部分については毎年利子がふえる分だけ赤字がふえてい

く。いっそ町のほうの指示で買ったのなら町が買い取って、公社の解散というよ

うな大きな方向性も考えるべきだと思うんですが、そういった大きな方向性が出

てない中で、都度都度事案が発生したたびにこの損失の補填をして解決していく
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という方向性なのか、そこら辺について、大きな方向性についてはどのようにお

考えでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  安藤地域整備課長。 

○地域整備課長（安藤充憲）  補助事業で土地等がある場合の、補助事業で事業

計画があって買い取る場合には、その分を今度、これからも差額分については補

填していきたいということで、それが済んだら、それ以降については、内部の協

議もありますけども、開発公社の解散というところに進んでいくのが相当ではな

いかと思っております。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  ちょっと細かいとこまで聞き取れなかった部分があるん

ですが、今回の部分は補助事業でやったのでこういう差額の補填をしたんだけど、

今後については、これから土地開発公社のあり方等を考えていく中で考えていく

という考えなんですか。そこら辺、もう一度お願いします。 

○議長（谷口雅人）  安藤地域整備課長。 

○地域整備課長（安藤充憲）  ２６年度事業でも駅裏のほうに公社の土地があり

ますので、その部分でも補填いうふうにも考えてますが、それが済んだらある程

度方向性を見出して、協議していくというふうに……。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  この開発公社のあり方は、町が考えていくのか、公社自

体が考えていくのか、そこら辺の、どういう、両者がということになるのか、そ

こら辺はどのようなイメージで考えたらいいんでしょうね。 

○議長（谷口雅人）  安藤地域整備課長。 

○地域整備課長（安藤充憲）  今後のあり方については、これは執行部でなく、

土地開発公社の理事会等で協議して、その中で決めていくものだというふうに認

識しております。 

○議長（谷口雅人）  岸本議員、この件に関しましては、審議権はここではあり

ませんので、内容については、岸本議員も公社の理事であるということの中で、

改めてその場所は設定されるということですので、質問についてはここまでにと

どめていただきたいと思います。 

  ほかございませんか。 

  ８番、徳永議員。 
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○８番（徳永英太郎）  ２４ページ、生活保護扶助費なんですけども、大幅な増

額になっているわけですね。これは計画のほうの……で当初の見込みが甘かった

というふうに認識してよろしいでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  岸本福祉課長。 

○福祉課長（岸本光義）  新たに申請が出まして、その中に医療を伴う被保険者

があったということです。甘かったということではなくって、新たな被保険者が、

申請に来られた方が、病気の方が多かったということでご理解をください。 

○議長（谷口雅人）  ８番、徳永議員。 

○８番（徳永英太郎）  見込みはよかったんだけども、高額医療を伴ったり、そ

ういうのが相まって予算が膨らんだということで理解していいんでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  岸本福祉課長。 

○福祉課長（岸本光義）  そのようであります。 

○議長（谷口雅人）  ５番、中野議員。 

○５番（中野ゆかり）  ２４ページの母子衛生費の中の特定不妊治療助成費、実

績に伴う減額ということですが、実績をお聞かせください。 

○議長（谷口雅人）  岸本福祉課長。 

○福祉課長（岸本光義）  予算のほうではたくさん見ておったんですが、今、不

妊治療を申請されておる方が１件ということで、１人の方が複数の申請をされて

おるということで、予算が残ったということです。 

○議長（谷口雅人）  ５番、中野議員。 

○５番（中野ゆかり）  今の時代、かなり不妊治療を受けておられる方がふえて

きている現状があります。それで、先日、１／０発表会がありまして、岡山県立

大学のキシモトさんという方が山形地区の独居老人を対象に聞き取り調査をされ

たことの報告があったわけですが、その中の発言の中に提言がありました。それ

は、行政の事業というのは本当にいいことをしていると、ですけど住民側はその

事業を知らないとか利用しにくいなどというようなことがあって、そのすき間を

埋めること、仕組みができない、したほうがいいんじゃないですかというような

提言がありました。まさしく、私、この不妊治療というのは、利用者が本当に困

っているにもかかわらず、その情報を知らないということも多々あり得ると思う

んです。また、本当に性に関することなので、相談もしにくい現状も考えられま

す。そういった意味で、このように予算を組んでいるにもかかわらず、１件しか
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利用しなかった、できなかったということに対して、何か工夫であるとか検証と

いうのはされてきたんでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  岸本福祉課長。 

○福祉課長（岸本光義）  広報のほうにつきましては、インターネットとかで情

報を流しておりますし、この制度自体は、県がというか、国が行っている事業で

すので、ただ単に智頭町だけがやっとるという事業ではありませんので、周知の

ほうは今申し上げましたとおり、そういう形でさせていただいております。ただ、

うちのほうとしましては、県の補助事業を受けた方を対象にということで申し上

げておりますので、今はこういう状況だということであります。具体的にはまだ

今のところは検証しておりません。必要とあれば検証させていただきたいと思い

ます。 

○議長（谷口雅人）  ５番、中野議員。 

○５番（中野ゆかり）  必要とあればではなく、ぜひとも検証していただきたい

と思うんですね。 

  それで、窓口体制というのはどのような体制になっていますでしょうか。例え

ば相談者が来た。その後、どのような対応になっていますでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  岸本福祉課長。 

○福祉課長（岸本光義）  相談者は直接窓口には本人は来られません。電話での

相談というか、保健師のほうに相談があって、こういうことを受けたいんだけど

ということでございますが、実際問題として、県のほうにはしておるけども、智

頭町にはしてないという方もおられましたし、具体的にはですね。だからこちら

のほうとしましては、あなた、受けられますか、どうでしょうかというようなこ

とはなかなかそういう場では言うところではありませんので、今のほうとしまし

ては、インターネットを通じての広報だけというか、そういうことでさせていた

だくということです。告知端末のほうでも流させていただいておりますが、今は

そういう形でさせていただいております。相談がもしありましたら、うちの保健

師のほうに相談をかけていただければ結構だと思います。 

○議長（谷口雅人）  ５番、中野議員。 

○５番（中野ゆかり）  一般質問みたいになってしまうので、ちょっと改めます

が、まだまだ本当に患者の立場に立って考えてみてください。この制度を知るか

知らないかでは本当に心も体も負担が全然違います。ですから、ちょっと個別に
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相談とか提案には行かせていただきますが、本当住民の方のことを思ってこの事

業をどうすればいいのかということをぜひとも考えていただきたいと思います。

改めて個別に提案はさせていただくようにします。以上にします。 

○議長（谷口雅人）  答弁はよろしいですか。 

○５番（中野ゆかり）  はい。 

○議長（谷口雅人）  ほかございませんか。 

  ６番、平尾議員。 

○６番（平尾節世）  ２４ページの健康増進事業費なんですが、健康診断は町民

の健康を守る上で非常に大切だと思っているのですが、その健康診査委託料で３

５０万も残ってます。実績でこうなったのかもしれませんけれども、この残り方

というのが住民の健診が少なかったのか、それとも、委託料ですから、智頭病院

でされるのが多くって、何でしたかね、鳥取のほうから車が上がってきますね、

ああいうのが少なかったというのか。そこの中身がどういうふうでこの３５０万

が残ったのか教えてください。 

○議長（谷口雅人）  岸本福祉課長。 

○福祉課長（岸本光義）  ここに数字を持っておりませんので、その中身につき

ましては、特別委員会なり、民生常任委員会のほうで説明させていただきたいと

思います。 

（発言する者あり） 

○議長（谷口雅人）  岸本福祉課長。 

○福祉課長（岸本光義）  調べてきますので、少しお待ちください。 

○議長（谷口雅人）  ６番、平尾議員。 

○６番（平尾節世）  調べていただくということですけれども、実績として、健

康診断の前年度までというよりも、ずっと年々上がっているのか、努力している

にもかかわらずなかなか上がらないのか、その辺はどういう状態になっています

か。 

○議長（谷口雅人）  岸本福祉課長。 

○福祉課長（岸本光義）  努力はしておりますけども、実際、実績が上がってな

いということです。この数字につきましては、決算書の中で出てくると思います

が、今のところ、数値を見ますと、大体去年と同じぐらいの受診率だと。うちの

ほうの希望としましては、なるべく多く受けてくださいということで予算化しま
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したけど、実際問題としては去年並みぐらいにおさまっておるという状況だと思

います。 

○議長（谷口雅人）  平尾議員、詳細な数字を求めますか。 

○６番（平尾節世）  いえ……。 

○議長（谷口雅人）  後でよろしいですね。 

  平尾議員。 

○６番（平尾節世）  この結果を来年度に向けて努力していただきたいと思いま

す。 

○議長（谷口雅人）  それをもって答弁でよろしいですか。それとも後で求めま

すか。 

  岸本福祉課長。 

○福祉課長（岸本光義）  今の状況を踏まえまして、２６年度につきましては、

がん検診等につきましては無料化をさせていただいて、検診率をアップしたいと

いうことで、２６年度の予算ではそういうふうにさせていただいております。 

○議長（谷口雅人）  平尾議員。 

○６番（平尾節世）  詳細は後で教えてください。 

  それと、知りたいのは、検診は横ばいだということでしたけれども、この委託

料か減っている中身というのが病院で健診をされたのか、それとも車での健診を

されたのか、その辺のところも教えていただきたいと思います。 

○議長（谷口雅人）  岸本福祉課長。 

○福祉課長（岸本光義）  今はまだ予算の執行中でありますので具体的な数字は

出ませんので、最終的には決算のときに報告させていただきたいと思います。 

○議長（谷口雅人）  それをもって報告でよろしいですか。 

  では、進んでよろしいですか。 

  ほかはございませんか。 

  ８番、徳永議員。 

○８番（徳永英太郎）  ２４ページ、保健センター管理事業なんですけども、先

ほどの説明では、蓄電池が何かふぐあいが生じたということでした。でもまだ保

健センターってそんなに古い建物じゃないのに、これは耐用年数が来たとか、使

い方が何とかって、何か問題があったのか。 

○議長（谷口雅人）  執行部、どこがしますか。 
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  寺谷病院事務次長。 

○病院事務次長（寺谷和幸）  この保健センター管理費の中の修繕料、今、福祉

課長が申しました蓄電池ですけども、平成１７年に建ててから、もう１０年近く

たってきてます。その中で、自家発電のところになりますバッテリーというもの

の寿命が来ております。これの修繕料でございます。それの保健センターとして

の負担分でございます。 

○議長（谷口雅人）  ８番、徳永議員。 

○８番（徳永英太郎）  ２５ページ、合併処理浄化槽の設置事業なんですけども、

かなり減額補正なんですけども、合併処理浄化槽、まだのところ、家庭には、そ

れなりの行政の努力はされていると思うんですけども、減額になってますので、

合併処理浄化槽の設置に向けて、今後、鋭意尽力していただきたいと思いますが。 

○議長（谷口雅人）  西沖税務住民課長。 

○税務住民課長（西沖和己）  今回の補正で、実は予算化しておりましたうちの

５件のうち、３件を補正で減額するものでございます。では、この３件、なぜ予

算どおりに運ばなかったかと申しますと、例えば智頭の町の中でありますれば、

計画区域というのがあります。それから漏れた部分については浄化槽の設置を推

奨しておるところでございますけども、計画している建物に設置しようとしたと

ころが、農地転用でありますとか、あるいは自己資金の都合、こういったことで、

２５年度中に整備がままならなかったという理由で先延ばしになるということで

あります。ゆえに今回予定しております５件のうちの３件については減額させて

いただくということになったわけでございます。以上です。 

○議長（谷口雅人）  ８番、徳永議員。 

○８番（徳永英太郎）  引き続き２６年度の予算に合併処理浄化槽の計上がして

ありましたので、多分そうではないのかなというふうに思ってましたけど、ちょ

っと減額が大きかったもので。 

○議長（谷口雅人）  ほかございませんか。 

  ５番、中野議員。 

○５番（中野ゆかり）  ２８ページ、農林振興費の民泊関連の３件ですが、簡易

宿泊取得経費、智頭町まるごと民泊事業補助金、食品衛生許可取得経費補助金な

どですけれども、これ、新たに民泊をされようとしている世帯をふやそうとして

のことだと思うんですが、それの見込みと実績というのはどうなってますでしょ
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うか。 

○議長（谷口雅人）  上月山村再生課長。 

○山村再生課長（上月光則）  議員がおっしゃるとおりで、ふやそうということ

で取り組んでまいりまして、最終的には一度に１００人は泊まれるように、６０

軒ぐらいまでふやしたいと考えております。ただ、今現在、宿泊できる民泊の方

の最終的な数字でいいますと、本年度でいきますと３９戸でございますが、本年

度、新たに１軒ふえておるということでございます。 

○議長（谷口雅人）  ５番、中野議員。 

○５番（中野ゆかり）  新たにふえている件数が本当に少なくて、残念に思うわ

けなんですけれども、もっとふやそうとされているんですよね。今後どのような、

当初予算にもかかわるんですけれども、どのような創意工夫で民泊の家庭をふや

していこうとされているのか、そこのところをお聞かせください。 

○議長（谷口雅人）  上月山村再生課長。 

○山村再生課長（上月光則）  民泊をするに当たりまして、まず、受け入れてい

ただけるという意識の改善が必要だと考えておりまして、従来からやっておりま

すけども、民泊を住民の方に体験いただくようなこと、今やっていらっしゃらな

い方がほかの民泊をやっていらっしゃる家庭に泊まって、こういうもんなんだと

いう認識を高めてもらって、自分のとこでもやってみてもいいかなというような

ことを考えていただけますように、そういった経費も見込んでおります。あとは

そういったことをやりながら、個別に、今、既に民泊の会員であります方から知

人の方を勧誘してもらったり、そちらのほうもいろんな情報をいただきながら、

ＰＲをして確保につながったりして、民泊どうでしょうかということで、これか

らもそういうふうにしてまいりたいと考えております。 

○議長（谷口雅人）  ほかありませんか。 

  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  農林水産業費の中の社会保険料が減額。これは地域おこ

し協力隊や集落支援員が雇えなかったという話ですが、これの今の現状というか、

応募状況とか、そういった、これは外部の人が中心になっているんですが、その

現状ですね。本当に応募する人もなくって雇用に至らないのか。そこら辺の状況

というのはどういう現状でこういう結果になったんでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  上月山村再生課長。 
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○山村再生課長（上月光則）  今、地域おこし協力隊を募集した場合には、かな

り全国的にも普及してまいりましたので、なかなか募集もないというような状況

が広がってきておるというころです。それと、私どものほうといたしましても、

来ていただくに当たりましては、そちらのお願いしたい業務に対して熱意があっ

たりというようなこともありますので、なかなか適当な人材がそう簡単に確保で

きないという事実があるというふうに考えております。今回も予定はしていまし

たが、結果的に適当な人材がなく、雇用することができなかったということにな

ったということです。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  そうした場合に、本来、人材を雇用して業務を任せよう

としたと思うんですが、じゃあもし人材が採用できなかった部分については、事

業が進捗しなければならない業務は所管の、例えば山村再生課がやっていったと

いう実態ということでしょうか。 

○議長（谷口雅人）  上月山村再生課長。 

○山村再生課長（上月光則）  今回の予定しておりました地域おこし協力隊の方

は、野菜の、新鮮組の野菜になりますが、それの販路開拓というものが主な内容

と考えておりました。それで、実際にこれに至りませんでしたので、今、実際、

臨時職員で、販路開拓もあわせて事業に取り組んでおったというところでござい

ます。 

○議長（谷口雅人）  ７番、岸本議員。 

○７番（岸本眞一郎）  来年度も１７人を予定してるということですが、今の現

状から見ると大変厳しい状況だと思いますし、外部で任せれるのものは外部でや

っていく、やはり行政とあれもやっていくという、しっかり分けていくためと、

もう一つは、これは賃金等は全国一律なんですかね、あとは賃金の魅力によって

応募が変わってくるという現実があるということですか、そこら辺ちょっと。 

○議長（谷口雅人）  岡田企画課長。 

○企画課長（岡田光弘）  地域おこし協力隊につきましては、年間２５０万とい

うことで国からの交付税措置がございますが、これは全国一律ということではご

ざいませんで、その２５０万を月額で割りますと１６万６,０００円ということ

で月額１６万６,０００円を支給しているという団体は多いんですけども、中に

は単独町費をそれに上乗せして措置しているという団体もございますので、全国
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一律で決まった金額でということではございません。 

○議長（谷口雅人）  ほかありませんか。 

  １０番、酒本議員。 

○１０番（酒本敏興）  関連ですけど、観光費で協力隊員、減額になってますが、

説明があったんですけれども、協力隊員っていうのは総務省の補助事業だったり

智頭町も採用しております。こういう欠員でこのセクションはよろしいんですか

ね。例えば２５年度の事業予算とかは、例えば復活をするというようなことにな

ると思うんですね。協力隊員は去就っていうのは本人任せなのか、あるいは３年

間の登用条件がありますよね、県のほうに。これはもう無条件で更新されるのか

と思って。いわゆる中身の話をちょっとしてるわけでね。どうしても必要なんだ

ろうけども、本当に智頭町のために保全事業で功をなしてるのかどうかというよ

うなこともちょっと心配なんです。セクションが途中で要らなくなった場合、じ

ゃあかわりは誰がするのかというようなこともあったりしますとね、この協力隊

員の扱いについて少し何か、予算があるから使おうかというような気もしないで

もないんですけども、それについてちょっと聞かせてください。 

○議長（谷口雅人）  岡田企画課長。 

○企画課長（岡田光弘）  地域協力隊員の制度につきましては、最長で３年間雇

用が認められるということでございますけれども、基本的には単年度の契約とい

うことでございまして、年度中途で、来られた本人さんの事情等によって智頭町

から去られるというような場合もありますが、そのために補充をするかどうかと

いうことは受け入れる団体とも協議をいたしまして、また新しい年で仕切り直し

をするか、またその年度の途中でも再度応募をかけるかということがございます

けれども、現実的にはその年度で応募をかけるということになりますと、先ほど

も山村再生課長申しましたように、かなり全国的にこの地域おこし協力隊も飽和

状態にありまして、応募する時期等によりまして応募される人数等にも影響がご

ざいますので、そこのところはケース・バイ・ケースでその業務の実態に合わせ

て対応していくということになろうかと思います。 

○議長（谷口雅人）  １０番、酒本議員。 

○１０番（酒本敏興）  いや、それはわかるんですけれども、その人に合わせた

採用ではなくて、智頭町としていかに使うのか、いかに貢献をさせるのか、こう

いう管理をしないと途中でぱっとね、逃げるわけじゃないんでしょうけれども、
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去就がね、心配されたりとかしますんでね、あとは中身の問題ですので、そうい

うところもちょっと、そういうところのフィフティー・フィフティーの雇用関係

が出てくるんではないですかという話を今してるわけです。今はもう時間ないで

すから言いませんけれども、２６年度にはこの観光費、また予算出てるんでしょ。

ねえ、１人分出てるんですね、これ。だから、そういうところはおかしいんでは

ないかというようなことをまた質問をしますので、予算特別委員会よろしくお願

いいたします。 

○議長（谷口雅人）  答弁求めますか。 

○１０番（酒本敏興）  要りません。 

○議長（谷口雅人）  それでは、ほか。 

  ６番、平尾議員。 

○６番（平尾節世）  ２８ページの森林セラピードックの参加者負担金ですか、

というところがちょこっと残ってますけれども、たしか昨年度も１人か２人くら

いだったと思うんです。今年度もやはり人数が少ないということで、この事業は

病院のある智頭町が森林セラピーをしてるからこそできる事業なので、昨年度応

募人数が少なかったということで、本年度ちょっと広報の方法を変えられたとか、

何かそういう努力はされましたか。 

○議長（谷口雅人）  上月山村再生課長。 

○山村再生課長（上月光則）  昨年に続きまして本年度も実績が非常に少ないと

いうことでご指摘いただきましたけども、今年度ですね、昨年度に比べましてさ

らに拡充していこうかというようなことは残念ながら取り組めておりませんでし

た。それで、来年度は引き続き予算要求はいたしますので、来年度また改めて、

さらに今年度の実績を踏まえて見直していきたいということを考えております。 

○議長（谷口雅人）  ６番、平尾議員。 

○６番（平尾節世）  先ほども申しましたように、病院とセラピーロードが整っ

た智頭町だからこその事業ですので、ぜひその辺のところをアピールしていただ

きたいと思います。終わります。 

○議長（谷口雅人）  ほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  次に、消防費から災害復旧費までの質疑を行います。質疑はありませんか。 
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  ５番、中野議員。 

○５番（中野ゆかり）  ３３ページの文化財整備活用費の中の智頭町文化財建物

活用推進事業、これ豊乗寺国宝展というところが減額ですが、とても楽しみにし

ておりました事業をできなかったのはとても残念です。確認なんですが、先ほど

総務課長はこれは延期するんだという言葉でしたが、延期でよろしいですか。 

○議長（谷口雅人）  長石教育課長。 

○教育課長（長石彰祐）  今年度、豊乗寺の国宝展を石谷家の１号蔵で予定をし

ておったところですけども、文化庁と折衝したところが、文化庁のほうは「木造

の建物では今現在は展示はしない方針である、鳥取県内で可能な施設といえば県

博と倉吉の博物館のみ」という結果が出てまいりました。うちのほうは前の実績

もあるわけですし、何とか復活をということで推したところですけども、文化庁

のご意見はそういうことだということです。今のところは、本年度は手をおろし

ますけども、智頭町の貴重な財産ですので、これをまた持って帰って展示ができ

るように、もう少し長いスパンで働きかけをしたいと思っています。 

  以上でございます。 

○議長（谷口雅人）  ほかございませんか。 

  ８番、徳永議員。 

○８番（徳永英太郎）  ３３ページで体育施設の管理が１８３万減額になってる

ですね。先ほどからそうなんですけども、やはり予算措置をされて何のために予

算をとったんですかということなんでね。予算を議会が認めてるんでしょ。「こ

こで要らなんだけえ返します。」ちゅうのは議会としてはこれ困るんですよ。だ

から、何のための予算措置かというところをやっぱりもう少し考えてみていただ

きたい。それで、この体育施設管理費の減額の要因はどういうとこなんですか。 

○議長（谷口雅人）  長石教育課長。 

○教育課長（長石彰祐）  グラウンドゴルフの練習場を平成２５年度の当初予算

で計上しているところであります。これは、グラウンドゴルフの協会のほうから

もこういう練習場を整備してほしいという要望も出ておりまして、それから議員

さんのほうからも一般質問でお答えをした経緯がございます。教育委員会としま

しては、この規模のものを整備していけば、それも協会のほうが維持管理はやっ

ていくからということで、約束をしたところで予算を措置したところです。です

けども、グラウンドゴルフの組織として、うちが提示した予算がついたので事業
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を実施しましょうねということで話をしかけたところがちょっと待ってくれとい

うことで、グラウンドゴルフの協会からすると、練習場は欲しいんだけども複合

といいますか、相乗りというんですか、町営運動場はほかの目的にも使う施設で

あるということで、自分たちのやはり専用コースがどうしても長い目で見ても欲

しいという意見が大勢を占めたようです。今回はグラウンドゴルフ協会のほうか

ら申し出があって、本年度は諦めて、どうも手をおろさざるを得ないというご意

見をいただきました。教育委員会としましても、予算を組んだから絶対やるとか

そういう考えではなしに、やはりグラウンドゴルフの協会の人口というんですか、

競技人口も多いところですし、このグラウンドゴルフという種目を高齢者を中心

とする生涯スポーツの大事な部分であると捉えておりますので、今回はそういう

ことで見送りますが、長い目で整備していくべきだなという考えは変えておりま

せん。 

○議長（谷口雅人）  ８番、徳永議員。 

○８番（徳永英太郎）  理由はわかりますけど、長い目で整備していくというこ

とで来年度はグラウンドゴルフが楊口郡のほうにスポーツ交流に行くというふう

な予定も、このたびの一般会計の予算に上がってますので、グラウンドゴルフの

みならず体育施設もそうですけども、予算をせっかく計上した以上はそれをきち

んと遂行できるみたいな、施策としてやはりきちんと整った上で予算を上げてい

ただきたいというふうに思います。 

○議長（谷口雅人）  答弁を求めますか。 

○８番（徳永英太郎）  いいです。 

○議長（谷口雅人）  ５番、中野議員。 

○５番（中野ゆかり）  同じく体育施設費なんですけれども、これは温水プール

も含まれますか。ここで体育施設費の中で、の質問をしたいんですが、ここでよ

ろしいですか。 

○議長（谷口雅人）  長石教育課長。 

○教育課長（長石彰祐）  体育施設費の中に温水プールは入ってまいりますけど

も、今回の補正の中には温水プールの物件はございません。 

○議長（谷口雅人）  ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 
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  次に、繰越明許費から地方債補正についての質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  最後に一般会計全般にわたっての質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで、質疑は終わります。 

  日程第３１、議案第１５号 平成２５年度智頭町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第４号）の補足説明をお願いします。 

  岸本福祉課長。 

○福祉課長（岸本光義）  議案第１５号 平成２５年度智頭町国民健康保険事業

特別会計補正予算（第４号）、歳入歳出の予算の総額費、歳入歳出それぞれ２,

９２２万８,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ９億８,５８７万

７,０００円とする。 

  初めに、歳出のほうを説明したいと思います。４７ページから５１ページをご

らんください。総務費の一般管理費につきましては、国保のラインシステムのバ

ージョンアップ、それから国保制度改正に伴うシステム改修費を計上しておりま

す。保険給付費から保険事業費までは決算見込みによる補正を、諸支出金の償還

金及び還付金につきましては、平成２０年度から２３年度の調整交付金を精算に

よる還付金１,３３３万１,０００円を計上しております。 

  次に、歳入ですが、国庫支出金、県支出金、療養費給付費交付金、財政調整基

金繰入金、繰越金を持って処置しております。 

  以上で補足説明を終わります。 

○議長（谷口雅人）  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  日程第３２、議案第１６号 平成２５年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別

会計補正予算（第１号）の補足説明をお願いします。 

  西沖税務住民課長。 
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○税務住民課長（西沖和己）  議案第１６号 平成２５年度智頭町住宅新築資金

等貸付事業特別会計補正予算（第１号）。予算書の５６ページ、５７ページであ

ります。 

  まず、歳出でございます。当初見込んでおりました予算額よりも償還金のほう

が多く入ってくるようなことになっております。まず、１番目の住宅改修資金貸

付事業におきましては２万５,０００円を補正し、計２９万４,０００円、２番目

の住宅新築資金貸付事業におきましては１５６万円を補正し、８５３万３,００

０円、宅地取得資金貸付事業におきましては５８万８,０００円を補正いたしま

して、計２４７万５,０００円、これにつきましては一般会計へ繰り出すことと

いたします。 

  また、住宅新築資金等償還推進事業におきまして、補正額１９０万４,０００

円ということで、これにつきましては職員の人件費に一部充てることと、それか

ら一般会計への繰り出しということで補正予算で計上したものでございます。 

  続いて、５６ページの歳入であります。住宅新築資金の県補助金、これは助成

事業に係るものでございますけども１万６,０００円、それから諸収入といたし

まして改修資金が２万５,０００円、続いて、新築資金の貸付収入が１５８万８,

０００円、宅地取得資金の貸付収入が５８万８,０００円、トータルで２２０万

１,０００円を増額するものであります。 

  続いて、延滞金であります。当初は見込んでいなかったわけですけども、当初

予算におきまして弁護士に委託する経費をもって弁護士から請求行為を行った事

案について、償還金と合わせて延滞金を入れていただいたということで、６３万

３,０００円を今回の補正で計上いたしました。 

  それから、繰越金といたしましては１２２万７,０００円、これは前年度の繰

越金でございます。 

  以上で補足説明を終わります。 

○議長（谷口雅人）  説明は終わりました。 

  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  日程第３３、議案第１７号 平成２５年度智頭町公共下水道事業特別会計補正
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予算（第４号）の補足説明をお願いします。 

  西沖税務住民課長。 

○税務住民課長（西沖和己）  議案第１７号 平成２５年度智頭町公共下水道事

業特別会計補正予算（第４号）であります。予算書の６４ページ、６５ページを

ごらんいただきたいと思います。 

  まず、歳出、６５ページでございます。補正予算におきまして６７５万２,０

００円を減額いたしました。これは、智頭テクノパーク整備に伴います下水道測

量設計監理委託料の請け差におきまして減額となったものでございます。さらに、

公債費におきましては２３３万２,０００円でありますが、これは平準化債の借

り入れに伴う額が確定したことによりまして、今回補正予算におきまして利子残

金を償還するものでございます。 

  ６４ページの歳入であります。一般会計の繰入金といたしまして、３８１万１,

０００円を減額しております。諸収入におきましても６０万９,０００円の減額

となりました。これは県土整備工事によります物件補償移転費でありますが、こ

れが予想を下回ったために、このたび減額補正措置を講ずるものでございます。 

  以上であります。 

○議長（谷口雅人）  説明が終わりました。 

  これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  日程第３４、議案第１８号 平成２５年度智頭町農業集落排水事業特別会計補

正予算（第４号）の補足説明をお願いします。 

  西沖税務住民課長。 

○税務住民課長（西沖和己）  議案第１８号 平成２５年度智頭町農業集落排水

事業特別会計補正予算（第４号）。予算書の７１ページ、７２ページをごらんい

ただきたいと思います。 

  歳出であります。公債費、補正予算額として３０３万６,０００円を計上して

おります。内訳は、公共下水道同様に平準化債の借り入れに伴います額が確定し

たために、今回の補正で利子元金を償還いたすものであります。 

  続いて、歳入でございます。一般会計繰入金３４２万５,０００円でございま

す。一般会計で繰り入れるものでございます。それから、諸収入といたしまして、
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雑入として３８万９,０００円減額措置をしております。これにつきましても、

県道改良工事に伴います道路支障物件の移転費が予定を下回ったため減額させて

いただくものでございます。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（谷口雅人）  説明が終わりました。 

  これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで、質疑を終わります。 

  日程第３５、議案第１９号 平成２５年度智頭町介護保険事業特別会計補正予

算（第４号）の補足説明をお願いします。 

  岸本福祉課長。 

○福祉課長（岸本光義）  議案第１９号 平成２５年度智頭町介護保険事業特別

会計補正予算（第４号）。歳入歳出の予算の総額に、歳入歳出それぞれ５４万１,

０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１０億５,８９４万３,０００

円とする。 

  初めに、歳出のほうを説明させていただきたいと思います。８０ページ、８１

ページのほうをごらんください。総務費の一般管理費につきましては、消費税の

増税に伴う介護保険料報酬の改正のため、システム改修を行う経費を計上してい

ます。総務費の介護認定審査会費から地域支援事業につきましては決算見込みに

よる補正であります。 

  歳入につきましては、それぞれ国庫支出金、支払基金交付金、県支出金、繰入

金をもって処置しております。 

  以上で補足説明を終わります。 

○議長（谷口雅人）  説明は終わりました。 

  これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  日程第３６、議案第２０号 平成２５年度智頭町水道事業会計補正予算（第４

号）の補足説明をお願いします。 
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  萩原水道課長。 

○税務住民課参事兼水道課長（萩原 学）  議案第２０号 平成２５年度智頭町

水道事業会計補正予算（第４号）について説明させていただきます。 

  補正予算書、３ページをごらんください。このたびの補正は智頭テクノパーク

整備に伴う水道施設測量設計業務委託料の落札差額、請負差額によります減額を

入れております。 

  以上で補正予算の補足説明を終わります。 

○議長（谷口雅人）  説明が終わりました。 

  これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  日程第３７、議案第２１号 平成２５年度智頭町病院事業会計補正予算（第１

号）の補足説明をお願いします。 

  寺谷病院事務次長。 

○病院事務次長（寺谷和幸）  議案第２１号 平成２５年度智頭町病院事業会計

補正予算（第１号）につきましては、決算見込みに基づく補正であります。 

  入院患者の大幅な増はありましたが、外来患者及びデイケアの減少によって収

益の減少とともに、費用面においても経費等の減額補正を行うものです。また、

建設当時の控除対象外消費税を毎年繰延勘定償却していましたが、今年度残額を

一括特別損失として計上することで、１ページにあります病院事業収益、補正後

が１８億３,１０４万１,０００円の収入に対して、病院事業費用、２ページのほ

うになりますけども、１８億６,４４５万６,０００円という費用になります。こ

れによりまして、当期純利益は３,３４１万５,０００円の赤字ということになり

ます。しかし、実質収支では２億円を超える資金余裕となり、平成２５年度で不

良債務を解消できる見込みであります。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（谷口雅人）  説明は終わりました。 

  これから、質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 

  以上で質疑を終わります。 
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  暫時休憩をします。 

休 憩 午後 ４時００分 

再 開 午後 ４時１１分 

○議長（谷口雅人）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  日程第３０、議案第１４号 平成２５年度智頭町一般会計補正予算（第７号）

の討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  討論なしと認めます。 

  以上で討論を終結し、直ちに採決します。 

  これから、議案第１４号 平成２５年度智頭町一般会計補正予算（第７号）を

採決します。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立を願いま

す。 

（賛成者起立 １１名） 

○議長（谷口雅人）  起立全員。 

  よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

  日程第３１、議案第１５号 平成２５年度智頭町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第４号）の討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  討論なしと認めます。 

  以上で討論を終結し、直ちに採決します。 

  これから、議案第１５号 平成２５年度智頭町国民健康保険事業特別会計補正

予算（第４号）を採決します。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立を願いま

す。 

（賛成者起立 １１名） 

○議長（谷口雅人）  起立全員。 

  よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

  日程第３２、議案第１６号 平成２５年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別
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会計補正予算（第１号）の討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  討論なしと認めます。 

  以上で討論を終結し、直ちに採決します。 

  これから、議案第１６号 平成２５年度智頭町住宅新築資金等貸付事業特別会

計補正予算（第１号）を採決します。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立を願いま

す。 

（賛成者起立 １１名） 

○議長（谷口雅人）  起立全員。 

  よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

  日程第３３、議案第１７号 平成２５年度智頭町公共下水道事業特別会計補正

予算（第４号）の討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  討論なしと認めます。 

  以上で討論を終結し、直ちに採決します。 

  これから、議案第１７号 平成２５年度智頭町公共下水道事業特別会計補正予

算（第４号）を採決します。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立を願いま

す。 

（賛成者起立 １１名） 

○議長（谷口雅人）  起立全員。 

  よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

  日程第３４、議案第１８号 平成２５年度智頭町農業集落排水事業特別会計補

正予算（第４号）の討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  討論なしと認めます。 

  以上で討論を終結し、直ちに採決します。 
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  これから、議案第１８号 平成２５年度智頭町農業集落排水事業特別会計補正

予算（第４号）を採決します。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立を願いま

す。 

（賛成者起立 １１名） 

○議長（谷口雅人）  起立全員。 

  よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

  日程第３５、議案第１９号 平成２５年度智頭町介護保険事業特別会計補正予

算（第４号）の討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  討論なしと認めます。 

  以上で討論を終結し、直ちに採決します。 

  これから、議案第１９号 平成２５年度智頭町介護保険事業特別会計補正予算

（第４号）を採決します。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立を願いま

す。 

（賛成者起立 １１名） 

○議長（谷口雅人）  起立全員。 

  よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

  日程第３６、議案第２０号 平成２５年度智頭町水道事業会計補正予算（第４

号）の討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  討論なしと認めます。 

  以上で討論を終結し、直ちに採決します。 

  これから、議案第２０号 平成２５年度智頭町水道事業会計補正予算（第４

号）を採決します。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立を願いま

す。 

（賛成者起立 １１名） 
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○議長（谷口雅人）  起立全員。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

  日程第３７、議案第２１号 平成２５年度智頭町病院事業会計補正予算（第１

号）の討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  討論なしと認めます。 

  以上で討論を終結し、直ちに採決します。 

  これから、議案第２１号 平成２５年度智頭町病院事業会計補正予算（第１

号）を採決します。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立 １１名） 

○議長（谷口雅人）  起立全員。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第３８．陳情について 

 

○議長（谷口雅人）  日程第３８、陳情についてを議題とします。 

  最初に、１２月１９日の本議会において継続審査とした陳情について、審査が

終了した旨報告がありましたので、総務常任委員長に報告を求めます。 

  ９番、石谷政輝議員。 

○９番（石谷政輝）  継続審査についての審査結果を報告します。 

  昨年１２月１１日に本会議において付託を受けた陳情について、２月１９日に

委員会を開き、慎重に審議した結果、陳情第２０号 消費税の複数税率導入と新

聞への軽減税率適用に関する陳情書については、採択と決定しました。 

  以上で報告を終わります。 

○議長（谷口雅人）  委員長の報告は終わりました。 

  これから委員長の報告に対する質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  質疑なしと認めます。 
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  以上で委員長の報告に対する質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  討論なしと認めます。 

  以上で質疑並びに討論を終結し、直ちに採決します。 

  お諮りします。 

  委員長の報告は、陳情第２０号 消費税の複数税率導入と新聞への軽減税率適

用に関する陳情書は採択です。委員長の報告のとおり決定することに、ご異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  異議なしと認めます。 

  よって、本件は、委員長の報告のとおり決定しました。 

  次に、今期定例会において、本日までに受理した陳情はお手元に配付しており

ます陳情文書表のとおりであり、所管の常任委員会に付託しましたので報告しま

す。 

  お諮りします。各常任委員会審査のため、３月８日から９日まで及び１１日か

ら１９日までの１１日間、休会したいと思います。ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（谷口雅人）  異議なしと認めます。 

  よって、３月８日から９日まで及び１１日から１９日までの１１日間、休会す

ることに決定しました。 

  来る３月１０日は、午前９時より本会議を開き、一般質問を行います。 

  また、休会中は委員会を開き、付託案件の審査をお願いします。 

  ３月２０日は本会議を開き、各委員長の報告を求め、質疑、討論、採決を行い

ます。 

  以上で本日の日程は全部終了しました。 

  本日はこれで散会します。 

 

散 会 午後 ４時２１分 
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